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裏表紙
市民と創造する演劇

『悲劇なんてまともじゃない』

September9
    1 ［木］－2 ［金］ パルコ・プロデュース2022 『VAMP SHOW―ヴァンプショウ―』◉PLAT主ホール

  2 ［金］ プラットワンコインコンサート 山本愛花音 「Prayer for peace～平和への祈り…そして、願い～」◉PLAT
アートスペース

  4 ［日］ 第2回SONG&DANCE in AICHI 2022年秋◉PLAT主ホール

  4 ［日］ TRIO de CANTABILE 2nd CONCERT オペラ《フィガロの結婚》―ダイジェスト公演―◉PLATアートス
ペース

10 ［土］－11 ［日］ 舞台手話通訳付き公演『楽屋－流れ去るものはやがてなつかしき－』◉PLATアートスペース

11 ［日］ K☆STAR Dance Studio Show Case Vol.6◉PLAT主ホール

17 ［土］ Sunset Live 2022～琳佳 & Her Friends～◉PLATアートスペース

18 ［日］ 第55回東三民踊まつり◉PLAT主ホール

18 ［日］ 金井ゆかり＆野畑さおり 二台ピアノの響演　VOL.2◉PLATアートスペース

23 ［金・祝］ 曽部遼平 増田達斗 リートデュオリサイタル◉PLATアートスペース

23 ［金・祝］－24 ［土］ 豊橋演劇鑑賞会第292回例会 トム・プロジェクト『風を打つ』◉PLAT主ホール

28 ［水］ 新津くらら ヴァイオリンリサイタル「神話の世界へ扉を開く」◉PLATアートスペース

30 ［金］ ミュージカル『夜の女たち』◉PLAT主ホール

October10
  1 ［土］－2 ［日］ ミュージカル『夜の女たち』◉PLAT主ホール

  7 ［金］ Naoyuki MANABE GAGAKU Ensemble 豊橋公演◉PLATアートスペース

  8 ［土］ 2022ブルグミュラーコンクール豊橋地区予選◉PLATアートスペース

  9 ［日］ グローリアコンサートNo.2◉PLATアートスペース

10 ［月・祝］ 荒井嗣雄 第18回テノール・リサイタル◉PLATアートスペース

13 ［木］－14 ［金］ 『住所まちがい』◉PLAT主ホール

15 ［土］  豊橋吹奏楽団「Special Concert by theater and wind orchestra」◉PLAT主ホール

30 ［日］ 豊橋ゆかりの日本舞踊家の競演「第31回吉田をどり」◉PLAT主ホール

「歌わせたい男たち」キムラ緑子
撮影：本間伸彦

ヘアメイク：笹浦洋子
スタイリスト：松田綾子（office DUE）

ブラウス、パンツ／DUE deux 
ピアス／アビステ

リング／ケイテン

『凍える』
ある日電話が鳴った……

あの日から止まったままの時間が、静かに動き出す。
作＝ブライオニー・レイヴァリー

翻訳＝平川大作
演出＝栗山民也

出演＝坂本昌行、長野里美／鈴木杏

1January

  3 ［火］ 豊橋 New Year's Concert 2023◉PLATアートスペース

  5 ［木］ プラットワンコインコンサート
　　　　 石塚和基「ヴァイオリンでスパイシー＆ファンキー」◉PLATアートスペース

  7 ［土］ 豊橋技術科学大学 安全安心地域共創リサーチセンターCARM
　　　　 2022年度防災シンポジウム「歴史から学ぶ災害対策」◉PLATアートスペース

  9 ［月・祝］ 豊橋吹奏楽団「New Year Concert ～ recollections～」◉PLAT主ホール

  9 ［月・祝］ 大崎文化保存会しおかぜ太鼓 演奏会（仮）◉PLATアートスペース

14 ［土］－15 ［日］ 和太鼓志多ら「響奏」◉PLAT主ホール

14 ［土］ NPO法人東三河自然観察会 創立40周年記念講演会
　　　　 「明日に伝えよう、すばらしき東三河の自然！」
　　　　 ◉PLATアートスペース

15 ［日］ 株式会社名大社　第187回転職フェア◉PLATアートスペース

21 ［土］ 第10回 桜丘高等学校・ダンス部自主公演「THE NEXT EPISODE」◉PLAT主ホール

21 ［土］ メ～テレ60周年「第7回高校生ダンスバトル選手権 決勝大会」◉PLATアートスペース

22 ［日］ 豊橋落語天狗連「第9回新春天狗連名人会？」◉PLATアートスペース

24 ［火］ 小曽根真 ニューイヤー・ジャズライブ ディキシーランド・メモリーズ◉PLAT主ホール

25 ［水］－26 ［木］ 豊橋演劇鑑賞会 第294回例会 劇団文化座公演『炎の人』◉PLAT主ホール

28 ［土］ 成田記念病院2023がん治療市民公開講座
　　　　 「がん治療のコラボレーション革命」◉PLATアートスペース

29 ［日］ 第21回とよはしまちなかスロータウン映画祭 オープニングイベント◉PLAT主ホール

31 ［火］ 公文協落語シリーズ「ぷらっと落語会～一月晦日の初笑い～」◉PLAT主ホール

2February

  4 ［土］－5 ［日］ 第21回とよはしまちなかスロータウン映画祭 
　　　　 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

11 ［土］－12 ［日］ 第21回とよはしまちなかスロータウン映画祭 
　　　　 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

14 ［火］ プラットワンコインコンサート
　　　　 濵田紗冶伽「心躍るリズムと音色～知られざる打楽器の世界へようこそ～」
　　　　 ◉PLATアートスペース

18 ［土］－19 ［日］ 木ノ下歌舞伎『桜姫東文章』◉PLAT主ホール

18 ［土］ 第21回とよはしまちなかスロータウン映画祭 
　　　　 スロータウンシネマ／トーク&DJイベント◉PLATアートスペース

19 ［日］ 第21回とよはしまちなかスロータウン映画祭 ライブ◉PLATアートスペース

23 ［木・祝］ ピーピング・トム『Moeder/マザー』◉PLAT主ホール

23 ［木・祝］ 裕子ピアノ教室フロイデ
　　　　 ピアノコンサート2023～ Freude an der Musik～
　　　　 ◉PLATアートスペース

25 ［土］－26 ［日］ 第21回とよはしまちなかスロータウン映画祭
　　　　 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

プラットニュース60　裏表紙

3March

  4 ［土］－5 ［日］ 市民と創造する演劇 『悲劇なんてまともじゃない』◉PLAT主ホール

  6 ［月］ マルチモーダルセンシング共創コンソーシアム シンポジウム2023◉PLATアートスペース

  9 ［木］ 蒲郡信用金庫 がましん文化講演会◉PLAT主ホール

11 ［土］ 第33回日本医学看護学教育学会学術学会◉PLAT主ホール／アートスペース

12 ［日］ 学校法人エイティーングローバルセブンティーン美容専門学校 #セブフリ◉PLAT主ホール

12 ［日］ 野畑さおり アレンジの世界◉PLATアートスペース

18 ［土］－19 ［日］ AMSが贈る平安音楽絵巻 オリジナルミュージカル『紫式部日記異聞』◉PLAT主ホール

18 ［土］－19 ［日］ MONO『なるべく派手な服を着る』◉PLATアートスペース

21［火・祝］ 第28回 虹の会 ピアノ演奏会◉PLATアートスペース

24 ［金］ 豊橋中央高等学校吹奏楽部 第25回定期演奏会◉PLAT主ホール

24 ［金］ プラットワンコインコンサート 千賀さゆり＆安成紅音リートデュオ「春を告げる歌曲リートたち」◉PLATアートスペース

25 ［土］ 豊橋おやこ劇場協議会 第○○回○○部例会『トッケビ 鬼ヶ島と呼ばれた島』（確認中）◉PLATアートスペース

26 ［日］ 第35回豊橋素人歌舞伎保存会定期公演◉PLAT主ホール

27 ［月］－28 ［火］ 豊橋演劇鑑賞会 第295回例会 劇団民藝＋こまつ座公演『ある八重子物語』◉PLAT主ホール

28 ［火］ Community Lab 大学生による人生プレゼン（仮）◉PLATアートスペース

29 ［水］ 豊丘高等学校吹奏楽部 定期演奏会（仮）◉PLAT主ホール

31 ［金］ 日本生花司 松月堂古流東三支部 春のいけばな展◉PLATアートスペース

1April

  1 ［土］ アートバレエ 発表会（仮）

  1 ［土］－3 ［月］ 日本生花司 松月堂古流東三支部 春のいけばな展◉PLATアートスペース

  8 ［土］ クインテット・アゼリアvol.2 名古屋・豊橋巡回コンサート～色取々～◉PLATアートスペース

  9 ［日］ Pink House Studio ダンス発表会（仮）◉PLAT主ホール

  9 ［日］ もりたピアノ教室 ピアノ発表会◉PLATアートスペース

15 ［土］－16 ［日］ 須田亜香里公演（仮）◉PLAT主ホール

15 ［土］ 紫蝶・虚生 兄弟会（仮）◉PLATアートスペース

20 ［木］ ドリコムセミナー2023 大学・短期大学・専門学校進学ガイダンス◉PLATアートスペース

22 ［土］ 日本舞踊・結月流「結月会～十周年記念公演～」◉PLAT主ホール

22 ［土］ Dance performance 美しき地球 ONENESS◉PLATアートスペース

24 ［月］－25 ［火］ 朗読『“ひめゆり”を忘れない』◉PLATアートスペース

30 ［土］ プラット2023年度プログラム説明会◉PLATアートスペース

3March

  4 ［土］－5 ［日］ 市民と創造する演劇 『悲劇なんてまともじゃない』◉PLAT主ホール

  6 ［月］ 豊橋技術科学大学OPERA 
　　　　 マルチモーダルセンシング共創コンソーシアム シンポジウム2023
　　　　 ◉PLATアートスペース

 11 ［土］ 第33回日本医学看護学教育学会学術学会
　　　　 ◉PLAT主ホール／アートスペース

12 ［日］ 野畑さおり アレンジの世界◉PLATアートスペース

18 ［土］－19 ［日］ AMSが贈る平安音楽絵巻 
　　　　 オリジナルミュージカル『紫式部日記異聞』◉PLAT主ホール

18 ［土］－19 ［日］ MONO『なるべく派手な服を着る』◉PLATアートスペース

21［火・祝］ 第28回 虹の会 ピアノ演奏会◉PLATアートスペース

24 ［金］ 豊橋中央高等学校吹奏楽部 第25回定期演奏会◉PLAT主ホール

24 ［金］ プラットワンコインコンサート 
　　　　 千賀さゆり＆安成紅音リートデュオ「春を告げる歌曲たち」
　　　　 ◉PLATアートスペース

25 ［土］ 豊橋おやこ劇場協議会 第481回高学年部例会
　　　　 『トッケビ 鬼ヶ島と呼ばれた島』◉PLATアートスペース

26 ［日］ 第35回豊橋素人歌舞伎保存会定期公演◉PLAT主ホール

27 ［月］－28 ［火］ 豊橋演劇鑑賞会 第295回例会 
　　　　 劇団民藝＋こまつ座公演『ある八重子物語』◉PLAT主ホール

28 ［火］ Community Lab 大学生による人生プレゼン◉PLATアートスペース

31 ［金］ 日本生花司 松月堂古流東三支部 春のいけばな展◉PLATアートスペース
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表紙
桑原裕子　撮影：宮川舞子

裏表紙
市民と創造する演劇『悲劇なんてまともじゃない』　

4April

  1 ［土］ アートバレエ2023年定期発表公演◉PLAT主ホール

  1 ［土］－3 ［月］ 日本生花司 松月堂古流東三支部 春のいけばな展
　　　　 ◉PLATアートスペース

  8 ［土］ クインテット・アゼリアvol.2 名古屋・豊橋巡回コンサート～色取々～
　　　　 ◉PLATアートスペース

  9 ［日］ もりたピアノ教室 ピアノ発表会◉PLATアートスペース

20 ［木］ ドリコムセミナー2023 大学・短期大学・専門学校進学ガイダンス
　　　　 ◉PLATアートスペース

22 ［土］ 日本舞踊・結月流「結月会～十周年記念公演～」◉PLAT主ホール

22 ［土］ Dance performance 美しき地球 ONENESS◉PLATアートスペース

24 ［月］－25 ［火］ 朗読『“ひめゆり”を忘れない』◉PLATアートスペース

30 ［日］ プラット2023年度プログラム説明会◉PLATアートスペース



吉川――山田さんは『話しグルマ』に続き、2回目の市
民と創造する演劇ですが、改めてこの企画の魅力につ
いてお聞かせください。
山田――演劇というコミュニケーションを通して社会と
繋がっているんだなということを認識できる場のように感
じています。プロの現場で演劇をつくるときに、共通言
語を持って演劇をつくることが、当たり前のこととなって
います。海外とかでは、アイデンティティが違う中で生
活をしているから、自分がどう思っているかを明確に伝
えなければいけないけれど、日本ではバックグラウンド
も似ているから、主語がなくても通じてしまう。それを我々
は演劇でやってしまっているのだと気付かされます。彼
らの生活や社会や文化と、私が持っているそれらを擦り
合わせて、言葉を介して理解し合っていくものなのだな
と実感しています。そういったことが、実は演劇では観
客と作品との間に起きているのだということも、改めて感
じることができる場です。
　単純に、作品をつくるということが、出演者のみなさ
んの人生にとってスペシャルな時間でもありますよね。
彼ら彼女らの人生が変わる瞬間に立ち会う作業、それ
がすごく尊いと思いながら稽古場にいます。1回目の
『話しグルマ』で体感したのですが、市民と関わることで
気付くものが多く、ちょうど20代から30代に移り変わる
タイミングでもあって自分自身にとって大きく変化があり
ました。今回も32人分の気付きや、人生に立ち会うの
だと思っています。それはすごく比重のかかるものだから
こわいものでもあるし、大変でしんどいものでもあります
が、40代のはじまりの節目になる作品かなという感じは
しています。

吉川――山田さんの稽古場は、いい意味で自分自身
をさらけ出さないといけないし、それを促してくれるのが
特徴だと思います。今回も、人生のターニングポイント
になれるような舞台をつくってくれるのではないかと期待
しています。

山田――演劇をやることは、自分自身と向き合ったり自
分自身を解放したりと、社会性と真逆のこと。私自身も、
会社員を辞めて演劇を始めた時に、無意識に社会性
によって自分自身を忘れているなと気づき、それを取り
戻すのが結構大変でした。やはり無意識で色々な閉塞
感を自分自身にかけているのかなと思います。でもそれ
が取れると精神的にも身体的にも、見えるものがあった
り自分が楽になれる。私が「市民と創造する演劇」をやる
意義は、市民の人が演劇を通して何を得られるか。演
劇をやることで、作品が誰かにとってすごく重要な一作
になることが、演劇やエンターテイメントと呼ばれる文化
のすごいところ。演劇は衣食住には関係ないから後回
しにされがちですが、人の人生を豊かにするという意味
で必要不可欠です。その根幹には必ず感動があるから、
それを体感してもらいたいです。
吉川――今回、題材としてシェイクスピアの『ロミオとジュ

小曽根真［おぞね・まこと］（ピア
ノ）／1983年バークリー音大を
首席で卒業。同年米CBSと
日本人初のレコード専属契約
を結び、全世界デビュー。
2003年グラミー賞ノミネート。
チック・コリア、ゲイリー・バート
ンなど世界的なプレイヤーとの
共演や、ビッグ・バンドの活動
など、ジャズの最前線で活躍。
また、NYフィル、サンフラン
シスコ響など国内外のオーケ
ストラとも共演を重ねる。

山田佳奈［やまだ・かな］／脚
本家・演出家・映画監督。
1985年４月６日生まれ。神奈
川県出身。元レコード会社の
プロモーターを経て、2010年
３月□字ックを旗揚げ。以降
全ての脚本演出を手掛けてい
る。2020年 自身初の長編デ
ビュー「タイトル、拒絶」が東京
国際映画祭日本映画スプラッ
シュ部門に選出、更に東京
ジェムストーン賞を受賞。近
年の主な作品に、Netflixオリ
ジナルドラマ「全裸監督」脚本、
水戸芸術劇場ACM劇場プロ
デュース舞台「ナイフ」脚本・
演出など外部作品への書き下
ろしも積極的に行っている。
初小説「されど家族、あらがえ
ど家族、だから家族は」を双
葉社より出版。モーニングツー
にて漫画「都合のいい果て」
が連載中、2/21に単行本２巻
が発売。

『もしも命が描けたら』
9月10日［金］18:00開演

11日［土］13:00開演／18:00開演
12日［日］13:00開演
作・演出＝鈴木おさむ

出演＝田中圭、黒羽麻璃央、小島聖
会場＝PLAT主ホール

:1
 

リエット（以下、ロミジュリ）』を選んだ理由はありますか。
山田――「みんなが知っている」というところでした。今
回、出演者自身のお話を舞台の中に入れ込んでいま
す。自分のことを自分で語る機会は案外無いですよね。
それを言うことによって許せたり開き直れたりすることが、
結構面白いし、出演者にとっても大切な作業だなという
のが、『話しグルマ』をやった時の感覚としてありまし
た。そういうことを今回もやるべきかなと思っています。
作品を書き直していくにあたり、ロミジュリで書かれて
いる悲劇をどうにか喜劇にできないかと。ロミジュリだ
と、お客さんが先入観を持って見てくれるでしょ。それを
裏切っていきたい。だから、選び方としてはすごく安易
です。でも恋愛劇はやりたくなかった。豊橋市でわざわ
ざ恋愛劇を創作して、何を意義にするのだろうと。市民
の人達が演劇を求めた理由に対して応えるべきかなと
思ったのが理由です。
吉川――山田さんが主宰する劇団の▢字ックと市民劇
とでは、作品をつくるスタンスが違いますか。
山田――そもそも、▢字ックと、他の仕事とのスタンスが
全然違いますが、人間を描くという部分は作家としてブ
レないんですよ。人間に対して一番興味があるし、人
間に対して一番苦手意識もあるし。その両極端が自分
の生活の過程であったし、興味があるところなので、演
出家なり脚本家を続けています。▢字ックに関しては、
女性を描くことが最初は面白かったし、女性に対して
の苦手意識もあったから、それを書いていくうちに昇華
させていったところがありました。けれど、年を重ねるに
つれて、女性に限定して描くよりも、人間を描くのが一
番面白いところに現時点はいます。色んな仕事がある
から、その仕事をする上で何を見せるべきか、何を舞台
上で表現するべきかを一番に考えています。
吉川――今回、ステージングで参加される大石さんの
役割はどういう感じでしょうか。
山田――大石さんはダンサーですが、元々演劇が趣
味だと聞いたことがあります。だからどちらかというと、
演劇をつくるときに、動きよりも「場所」をつくる作業をし
てくれます。私が演出としてその場所を立ち動かして
いったときに、実は私も気が付かなかった行間が見え
てきたりします。それによって、世界観に奥行きが出て
くる。人間の身体を抽象に崩す作業のときには、すごく
信頼しています。
吉川――最後に、お客さんに観て欲しいポイントも含
めてコメントをいただけますか。

山田――32名分のドキュメンタリーが詰まった作品はな
かなかありません。それを演劇的にデフォルメした作品
だから、楽しんで貰えると思います。だけど、実はすごく
切実な声が多いことに気付かされる、そういう二面性を
感じてもらいたいです。すごくポップだけど、すごく鋭利
というか。まさに、悲劇と喜劇は紙一重という作品にな
る気がします。

多
様
性
を
認
め
合
う
た
め
に
、

劇
場
や
文
化
芸
術
が
で
き
る
こ
と
は
？

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て
。平
田 

満

聞
き
手 

中
島
晴
美 

穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場P

LA
T

シ
ニ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

底
抜
け
の
明
る
さ
と
個
性
を
持
つ
豊
橋
の
み
ん
な
と
創
れ
ば

そ
れ
は
悲
劇
か
?
ま
さ
か
の
喜
劇
か
?　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
演
台
本
・
演
出　
　
　
　

ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク

劇
場
で
一
緒
に
笑
い
ま
し
ょ
う
。
橋
本
昭
博
、長
島 

確

聞
き
手 

矢
作
勝
義 

穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場P

L
A

T

芸
術
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
演

伝
統
芸
能
の
真
骨
頂
は「
時
分
の
花
」。野
村
萬
斎

聞
き
手 

矢
作
勝
義 

穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場P

L
A

T

芸
術
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

Photo：Kazuyoshi Shimomura（AGENCE HIRATA）

4月25日［月］18：30開演
出演＝立川志の輔
会場＝PLAT主ホール

古典、新作問わず、
落語に新しい息吹を吹き込む

立川志の輔
独演会

9月30日［金］18：30開演
10月1日［土］13：00開演
10月2日［日］13：00開演
原作＝久板栄二郎
映画脚本＝依田義賢
上演台本・演出＝長塚圭史
音楽＝荻野清子
振付＝康本雅子
出演＝江口のりこ、前田敦子
伊原六花、前田旺志郎、
北村岳子、福田転球
大東駿介、北村有起哉ほか
会場＝PLAT主ホール

ミュージカル

『夜の女たち』
戦後間もない大阪釜ヶ先を舞台に、
夜の闇に墜ちていった女性たち

撮影：山本典義
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『凍える』
ある日電話が鳴った……
あの日から止まったままの時間が、静かに動き出す。
11月10日［木］13：00開演
11月12日［土］13：00、18：00開演
11月13日［日］13：00開演
作＝ブライオニー・レイヴァリー
翻訳＝平川大作
演出＝栗山民也
出演＝坂本昌行、長野里美／鈴木 杏
会場＝PLAT主ホール
『公文協アートキャラバン事業 劇場へ行こう2』参加作品

1月24日［火］19：00開演
出演＝小曽根真（ピアノ）、北村英治（クラリネット）、

中川喜弘（トランペット）、中川英二郎（トロンボーン）、
小曽根啓（サックス）、中村健吾（ベース）、高橋信之介（ドラムス）

会場＝PLAT主ホール

小曽根 真
ニューイヤー・ジャズライブ
ディキシーランド・メモリーズ

市民と創造する演劇

『悲劇なんてまともじゃない』
悲しみも悪くない。まともじゃないのは面白い。

3月4日［土］、5日［日］14：30開演
原作＝ウィリアム・シェイクスピア
上演台本・演出＝山田佳奈

出演＝オーディションで選ばれた市民／井上ほたてひも、益山寛司
会場＝PLAT主ホール
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吉川――山田さんは『話しグルマ』に続き、2回目の市民と創造する演劇ですが、改めてこの企画の魅力についてお聞かせくださ
い。

山田――演劇というコミュニケーションを通して社会と繋がっているんだなということを認識できる場のように感じています。プロの
現場で演劇をつくるときに、共通言語を持って演劇をつくることが、当たり前のこととなっています。海外とかでは、アイデンティティ
が違う中で生活をしているから、自分がどう思っているかを明確に伝えなければいけないけれど、日本ではバックグラウンドも似て
いるから、主語がなくても通じてしまう。それを我々は演劇でやってしまっているのだと気付かされます。彼らの生活や社会や文化
と、私が持っているそれらを擦り合わせて、言葉を介して理解し合っていくものなのだなと実感しています。そういったことが、実は
演劇では観客と作品との間に起きているのだということも、改めて感じることができる場です。
　単純に、作品をつくるということが、出演者のみなさんの人生にとってスペシャルな時間でもありますよね。彼ら彼女らの人生が
変わる瞬間に立ち会う作業、それがすごく尊いと思いながら稽古場にいます。1回目の『話しグルマ』で体感したのですが、市民と
関わることで気付くものが多く、ちょうど20代から30代に移り変わるタイミングでもあって自分自身にとって大きく変化がありました。
今回も32人分の気付きや、人生に立ち会うのだと思っています。それはすごく比重のかかるものだからこわいものでもあるし、大
変でしんどいものでもありますが、40代のはじまりの節目になる作品かなという感じはしています。
吉川――山田さんの稽古場は、いい意味で自分自身をさらけ出さないといけないし、それを促してくれるのが特徴だと思います。
今回も、人生のターニングポイントになれるような舞台をつくってくれるのではないかと期待しています。
山田――演劇をやることは、自分自身と向き合ったり自分自身を解放したりと、社会性と真逆のこと。私自身も、会社員を辞めて
演劇を始めた時に、無意識に社会性によって自分自身を忘れているなと気づき、それを取り戻すのが結構大変でした。やはり無
意識で色々な閉塞感を自分自身にかけているのかなと思います。でもそれが取れると精神的にも身体的にも、見えるものがあった
り自分が楽になれる。私が「市民と創造する演劇」をやる意義は、市民の人が演劇を通して何を得られるか。演劇をやることで、作
品が誰かにとってすごく重要な一作になることが、演劇やエンターテイメントと呼ばれる文化のすごいところ。演劇は衣食住には関
係ないから後回しにされがちですが、人の人生を豊かにするという意味で必要不可欠です。その根幹には必ず感動があるから、
それを体感してもらいたいです。
吉川――今回、題材としてシェイクスピアの『ロミオとジュリエット（以下、ロミジュリ）』を選んだ理由はありますか。
山田――「みんなが知っている」というところでした。今回、出演者自身のお話を舞台の中に入れ込んでいます。自分のことを自
分で語る機会は案外無いですよね。それを言うことによって許せたり開き直れたりすることが、結構面白いし、出演者にとっても大
切な作業だなというのが、『話しグルマ』をやった時の感覚としてありました。そういうことを今回もやるべきかなと思っています。作
品を書き直していくにあたり、ロミジュリで書かれている悲劇をどうにか喜劇にできないかと。ロミジュリだと、お客さんが先入観を
持って見てくれるでしょ。それを裏切っていきたい。だから、選び方としてはすごく安易です。でも恋愛劇はやりたくなかった。豊橋
市でわざわざ恋愛劇を創作して、何を意義にするのだろうと。市民の人達が演劇を求めた理由に対して応えるべきかなと思った
のが理由です。
吉川――山田さんが主宰する劇団の▢字ックと市民劇とでは、作品をつくるスタンスが違いますか。
山田――そもそも、▢字ックと、他の仕事とのスタンスが全然違いますが、人間を描くという部分は作家としてブレないんですよ。
人間に対して一番興味があるし、人間に対して一番苦手意識もあるし。その両極端が自分の生活の過程であったし、興味があ
るところなので、演出家なり脚本家を続けています。▢字ックに関しては、女性を描くことが最初は面白かったし、女性に対しての
苦手意識もあったから、それを書いていくうちに昇華させていったところがありました。けれど、年を重ねるにつれて、女性に限定
して描くよりも、人間を描くのが一番面白いところに現時点はいます。色んな仕事があるから、その仕事をする上で何を見せるべき
か、何を舞台上で表現するべきかを一番に考えています。
吉川――今回、ステージングで参加される大石さんの役割はどういう感じでしょうか。
山田――大石さんはダンサーですが、元々演劇が趣味だと聞いたことがあります。だからどちらかというと、演劇をつくるときに、
動きよりも「場所」をつくる作業をしてくれます。私が演出としてその場所を立ち動かしていったときに、実は私も気が付かなかった
行間が見えてきたりします。それによって、世界観に奥行きが出てくる。人間の身体を抽象に崩す作業のときには、すごく信頼し
ています。

吉川――最後に、お客さんに観て欲しいポイントも含めてコメントをいただけますか。
山田―― 32名分のドキュメンタリーが詰まった作品はなかなかありません。それを演劇的にデフォルメした作品だから、楽しんで
貰えると思います。だけど、実はすごく切実な声が多いことに気付かされる、そういう二面性を感じてもらいたいです。すごくポップ
だけど、すごく鋭利というか。まさに、悲劇と喜劇は紙一重という作品になる気がします。
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矢作――今回のツアーで『なるべく派手な服を着る』を再
演しようと考えたのはどうした点からなのでしょうか。
土田――初演は2008年で、15年前の作品です。初演
で非常に手ごたえがあって、上演の依頼も多く、最近の
作品の中ではとびぬけて出来のいい子だったので、も
う1回やりたいなと思っていました。劇団のメンバーも年
を重ねているし、早くやらないと再演が不可能になると
思っていたところ、2019年の『はなにら』で新しい劇団
員が加わり9人となって役がちょうどハマり、満を持して
再演という感じです。
　当時は僕ら男性が40代前半で、女性がだいたい35
歳ぐらいと、一般的な夫婦の設定だったのですが、今回
は15年経って、新しく劇団員になった女性たちが初演
時より若い。そこで、変なルールに縛られる家族の話な
ので、父親の遺言というか家訓として、若い女性と結婚
しなければならないというルールを足そうと思っています。
矢作――今回の作品の内容としては、どのような点が
見どころなのでしょうか。
土田――たぶん皆さんも、自分だけが感じている、気
になっていることがあると思う。例えば、カラオケで、自
分が歌っている時だけ、みんなが積極的に聞いてない
気がするとか。僕は京都で演劇をやってきて、5つ上に
松田正隆さん、鈴江俊郎さん、さらに上にマキノノゾミさ
んがいて、彼らが注目されている中で自分だけ軽んじ
られている感じがずっとしていました。そんなときに昔
の白樺派の集合写真を見て、有島武郎さんや志賀直
哉さんがいる中、誰だかわからない人がいる。これは僕
だと思って。そのコンプレックスがスタートで、どうしても
注目をされない人物が、目立つために「なるべく派手な
服を着る」という内容です。
矢作――家訓というのはこの作品にとって大きなポイン
トになるのでしょうか。

土田――コンプレックスの源自体が思い込みだったり、
自分の容姿や、親に言われたことや、傷ついた言葉に
縛られて、大人になっても気にしている人が多い。この
作品の次男はずっと、「なんで俺は長男じゃないんだ」
「畜生。長男ぶって」と言い、出世よりも長男になりたい。
普通だったらどうでもいいのですが、父親の言葉が、
家族全員の縛りになっている。彼が考えていたことも、
家庭で植え付けられた妄想だった。そこから脱却して
いく話です。「目立たない」「なんでだろう」と書きだした
ら、だんだん家族の話になっていきました。
矢作――コロナ禍により舞台芸術活動がままならなく
なっている中で、MONOは劇団というスタイルを堅持
しながら継続されていますが、何か、意識されているも
のでしょうか。

土田――こういう劇団にするぞという積極的な方針はな
いのですが、上下を作って看板俳優が威張って、新し
い人たちが手下のように動き、その人たちがだいたい3
年周期で入れ替わっていく、そういう集団を作りたくない
とか、嫌なことだけを忠実に避けていたら、穏やかな人
ばかりが集まってきました。もともといる劇団員の5人も、

樋口ミユ［ひぐち・みゆ］／劇作
家・演 出 家。Plant M主 宰。
劇団Uglyduckling旗揚げ以
降、解散までの劇団公演32
作品の戯曲を執筆する。劇団
解散後は、座・高円寺の劇場
創造アカデミー演出コースに
編入し、佐藤信氏に師事。
2012年にplant Mを立ち上
げる。大阪、東京とフットワーク
軽く飛び回り各地で公演をし
ている。2011年から2021年
の10年間、3月春分の日に
東日本大震災のチャリティ
リーディングを行った。

土田英生［つちだ・ひでお］／
愛知県出身。京都を拠点に
活動する劇団「MONO」代表。
劇作家・演出家・脚本家・俳優。
1999年『その鉄塔に男たちは
いるという』で第6回OMS戯
曲賞大賞を受賞。2001年『崩
れた石垣、のぼる鮭たち』(文
学座 )で第56回芸術祭賞優
秀賞を受賞。近年は劇作と並
行してテレビドラマ・映画脚本
の執筆も多数。代表作に映画
『約三十の嘘』『初夜と蓮根』、
テレビドラマ『崖っぷちホテ
ル！』『斉 藤さん』など。また
2020年にはテレビドラマ『半
沢直樹』に出演するなど、俳優
としても活躍している。

『もしも命が描けたら』
9月10日［金］18:00開演

11日［土］13:00開演／18:00開演
12日［日］13:00開演
作・演出＝鈴木おさむ

出演＝田中圭、黒羽麻璃央、小島聖
会場＝PLAT主ホール

:2

年に1回のんびりと公演できればいいと、がっついて
ない。20周年の時に「夢を聞かせてくれ」と言ったら、
「体に気をつけて集まろう」と。さらにそこから10年経っ
た頃に、20代の若手4人を入れました。若い彼らが動
くことで僕らも引っ張られれば長生きできると思ったが、
今では4人も同じように「体に気をつけて」と言っていま
す。「俺だけでも売れてやるぞ」みたいなやつがいない
から、ガツガツしてない代わりに、辞めない。
矢作――コロナ禍で、ギスギスした人間関係に陥りや
すい状況でしたが、MONOは、そういった点からも強
かったのでしょうか。

土田――劇団に波風や事件がないんです。ベタベタ
仲がいいわけでもないですし、用がなければ1年間会
わない。京都の劇団ですが、東京在住の人の方が多
い。現状の演劇の流行りに対して、ちょっとずつ違和感
みたいなものを抱いていました。結成当初に「土田くん
は甘すぎる」「もっと劇団員を怒鳴って、しっかりまとめな
いといけない」としょっちゅう言われた。しかし、そういう
ことがあまり好きではなかったし、威張って、お前らいう
こと聞け、みたいなことは一切したくなかった。「東京に
出なきゃいけない」と言った人にも違和感があり、京都
で演劇ができないわけないと思っていた。そして、全国
で離れていてもその時期だけ集まればできると、いつか
らか思いだした。東京で人気が出だすと俳優に東京の
仕事のオファーがくる。そうすると俳優は東京に行きた
い。それを劇団が許さず、もめる話をよく聞くのですが、
うちは比較的うまくいっている。
矢作――豊橋は、新幹線の駅があって、京都にも東京
にも同じぐらいの時間で移動できる。豊橋に演出家や
俳優の方が住みながら、全国で活動していただいて、
PLATでお願いしたものをやっていただける状況が生
まれてくると良いと思っています。
土田――例えば普段は豊橋で活動して、稽古の時だ
け京都へ来るMONOのメンバーがいても僕は構わな
い。桑原裕子さんがPLATの芸術文化アドバイザーを
やられているので、例えばKAKUTAがPLATの劇団
として新作を作って全国に回すとか、各劇場がそうやっ
て劇団を持っているような形になっても面白いですよね。
東京から地方に移住する劇作家、演出家の方も増えて
いますし。状況は少しずつ変わってきているのではな
いですかね。

矢作――豊橋にお越しいただくのは2019年3月以来
です。愛知県のお客さんに、メッセージをいただけますか。
土田――本当は毎年、豊橋でも本公演をやりたいと
思っています。劇団員9人が揃った最初の作品『はな
にら』からちょっと空いてしまいましたが、メンバーは全
く替わっていませんし、あれからの成長ぶりも豊橋の方
に見ていただきたい。劇団としての自信作ですので、
こういう劇団だったんだということを改めて感じていた
だけると思います。ぜひ、劇場のほうにお越しください。
矢作――豊橋のお客さんも楽しみにして待っていると
思います。どうぞよろしくお願いします。
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4月25日［月］18：30開演
出演＝立川志の輔
会場＝PLAT主ホール

古典、新作問わず、
落語に新しい息吹を吹き込む

立川志の輔
独演会

11月5日［土］13：00、18：00開演
11月6日［日］13：00、17：00開演
脚本＝田坂哲郎
演出＝川口智子
出演＝公募オーディションで選ばれた高校生
会場＝PLATアートスペース

高校生と創る演劇

『せんをかく』
東三河の高校生と、劇場やプロのスタッフが
ともに創作する演劇公演の第9弾。

［本事業は宝くじの助成で実施します］

ご存知三遊亭小遊三をはじめ、
豊橋出身の桂文月など人気者・芸達者が勢揃い！

『ぷらっと落語会』
一月晦日の初笑い

1月31日［火］18：30開演
出演＝三遊亭小遊三、桂文月、ナオユキ、三遊亭金の助ほか

会場＝PLAT主ホール
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が
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MONO
『なるべく派手な服を着る』

父危篤の知らせを受けて集まった
愚かで愛おしい兄弟達を巡る物語。

3月18日［土］、19日［日］14：30開演
作・演出＝土田英生

出演＝奥村泰彦、水沼 健、金替康博、土田英生、尾方宣久、
渡辺啓太、石丸奈菜美、高橋明日香、立川 茜

会場＝PLATアートスペース

土田英生［つちだ・ひでお］／愛
知県出身。京都を拠点に活動
する劇団「MONO」代表。劇作
家・演 出 家・脚 本 家・俳 優。
1999年『その鉄塔に男たちはい
るという』で第6回OMS戯曲賞
大賞を受賞。2001年『崩れた
石垣、のぼる鮭たち』(文学座 )
で第56回芸術祭賞優秀賞を受
賞。近年は劇作と並行してテレ
ビドラマ・映画脚本の執筆も多
数。代表作に映画『約三十の
嘘』『初夜と蓮根』、テレビドラマ
『崖っぷちホテル！』『斉藤さん』
など。2020年には自身が監督・
脚本を務めた映画『それぞれ、
たまゆら』が公開された。

矢作――今回のツアーで『なるべく派手な服を着る』を再演しようと考えたのはどうした点からなのでしょうか。
土田――初演は2008年で、15年前の作品です。初演で非常に手ごたえがあって、上演の依頼も多く、最近の作品の中
ではとびぬけて出来のいい子だったので、もう1回やりたいなと思っていました。劇団のメンバーも年を重ねているし、早
くやらないと再演が不可能になると思っていたところ、2019年の『はなにら』で新しい劇団員が加わり9人となって役がちょ
うどハマり、満を持して再演という感じです。
　当時は僕ら男性が40代前半で、女性がだいたい35歳ぐらいと、一般的な夫婦の設定だったのですが、今回は15年
経って、新しく劇団員になった女性たちが初演時より若い。そこで、変なルールに縛られる家族の話なので、父親の遺言
というか家訓として、若い女性と結婚しなければならないというルールを足そうと思っています。
矢作――今回の作品の内容としては、どのような点が見どころなのでしょうか。
土田――たぶん皆さんも、自分だけが感じている、気になっていることがあると思う。例えば、カラオケで、自分が歌って
いる時だけ、みんなが積極的に聞いてない気がするとか。僕は京都で演劇をやってきて、5つ上に松田正隆さん、鈴江
俊郎さん、さらに上にマキノノゾミさんがいて、彼らが注目されている中で自分だけ軽んじられている感じがずっとしてい
ました。そんなときに昔の白樺派の集合写真を見て、有島武郎さんや志賀直哉さんがいる中、誰だかわからない人がいる。
これは僕だと思って。そのコンプレックスがスタートで、どうしても注目をされない人物が、目立つために「なるべく派手な服
を着る」という内容です。
矢作――家訓というのはこの作品にとって大きなポイントになるのでしょうか。
土田――コンプレックスの源自体が思い込みだったり、自分の容姿や、親に言われたことや、傷ついた言葉に縛られて、
大人になっても気にしている人が多い。この作品の次男はずっと、「なんで俺は長男じゃないんだ」「畜生。長男ぶって」と
言い、出世よりも長男になりたい。普通だったらどうでもいいのですが、父親の言葉が、家族全員の縛りになっている。彼
が考えていたことも、家庭で植え付けられた妄想だった。そこから脱却していく話です。「目立たない」「なんでだろう」と書
きだしたら、だんだん家族の話になっていきました。
矢作――コロナ禍により舞台芸術活動がままならなくなっている中で、MONOは劇団というスタイルを堅持しながら継続
されていますが、何か、意識されているものでしょうか。
土田――こういう劇団にするぞという積極的な方針はないのですが、上下を作って看板俳優が威張って、新しい人たちが
手下のように動き、その人たちがだいたい3年周期で入れ替わっていく、そういう集団を作りたくないとか、嫌なことだけを
忠実に避けていたら、穏やかな人ばかりが集まってきました。もともといる劇団員の5人も、年に1回のんびりと公演でき
ればいいと、がっついてない。20周年の時に「夢を聞かせてくれ」と言ったら、「体に気をつけて集まろう」と。さらにそこか
ら10年経った頃に、20代の若手4人を入れました。若い彼らが動くことで僕らも引っ張られれば長生きできると思った
が、今では4人も同じように「体に気をつけて」と言っています。「俺だけでも売れてやるぞ」みたいなやつがいないから、ガ
ツガツしてない代わりに、辞めない。
矢作――コロナ禍で、ギスギスした人間関係に陥りやすい状況でしたが、MONOは、そういった点からも強かったの
でしょうか。

土田――劇団に波風や事件がないんです。ベタベタ仲がいいわけでもないですし、用がなければ1年間会わない。京都
の劇団ですが、東京在住の人の方が多い。現状の演劇の流行りに対して、ちょっとずつ違和感みたいなものを抱いてい
ました。結成当初に「土田くんは甘すぎる」「もっと劇団員を怒鳴って、しっかりまとめないといけない」としょっちゅう言われ
た。しかし、そういうことがあまり好きではなかったし、威張って、お前らいうこと聞け、みたいなことは一切したくなかった。
「東京に出なきゃいけない」と言った人にも違和感があり、京都で演劇ができないわけないと思っていた。そして、全国で
離れていてもその時期だけ集まればできると、いつからか思いだした。東京で人気が出だすと俳優に東京の仕事のオ
ファーがくる。そうすると俳優は東京に行きたい。それを劇団が許さず、もめる話をよく聞くのですが、うちは比較的うまくいっ
ている。

矢作――豊橋は、新幹線の駅があって、京都にも東京にも同じぐらいの時間で移動できる。豊橋に演出家や俳優の方
が住みながら、全国で活動していただいて、PLATでお願いしたものをやっていただける状況が生まれてくると良いと思っ
ています。

土田――例えば普段は豊橋で活動して、稽古の時だけ京都へ来るMONOのメンバーがいても僕は構わない。桑原裕
子さんがPLATの芸術文化アドバイザーをやられているので、例えばKAKUTAがPLATの劇団として新作を作って全
国に回すとか、各劇場がそうやって劇団を持っているような形になっても面白いですよね。東京から地方に移住する劇作
家、演出家の方も増えていますし。状況は少しずつ変わってきているのではないですかね。
矢作――豊橋にお越しいただくのは2019年3月以来です。愛知県のお客さんに、メッセージをいただけますか。
土田――本当は毎年、豊橋でも本公演をやりたいと思っています。劇団員9人が揃った最初の作品『はなにら』からちょっ
と空いてしまいましたが、メンバーは全く替わっていませんし、あれからの成長ぶりも豊橋の方に見ていただきたい。劇
団としての自信作ですので、こういう劇団だったんだということを改めて感じていただけると思います。ぜひ、劇場のほう
にお越しください。
矢作――豊橋のお客さんも楽しみにして待っていると思います。どうぞよろしくお願いします。

土田英生 [つちだ・ひでお ]
愛知県出身。京都を拠点に活動する
劇団「MONO」代表。劇作家・演出
家・脚本家・俳優。1999年『その鉄塔
に男たちはいるという』で第6回
OMS戯曲賞大賞を受賞。2001年
『崩れた石垣、のぼる鮭たち』(文学
座 )で第56回芸術祭賞優秀賞を受
賞。近年は劇作と並行してテレビドラ
マ・映画脚本の執筆も多数。代表作
に映画『約三十の嘘』『初夜と蓮根』、
テレビドラマ『崖っぷちホテル！』『斉
藤さん』など。また2020年にはテレビ
ドラマ『半沢直樹』に出演するなど、俳
優としても活躍している。
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桑原―― KAAT神奈川芸術劇場の芸術監督として、さ
まざまな企画や試みをされておられる長塚圭史さんです
が、まず、参与から2021年4月に芸術監督になられた
ことで心境や環境の変化はありましたか。
長塚――視界は変わりました。自分が企画に携わって
いる作品は、初日には緊張するし、そういうことは芸術
監督に就任するまでは、参与の期間でもないことです。
参与のときは、いろんな方に話を聞いて、劇場が普段
慣れてしまっている部分について指摘し、広報のあり
方を意識的に見たり、それを有効に変えるにはどうすれ
ばいいのかを考える時間でした。
桑原―― KAATは前芸術監督の白井晃さんの頃から
面白い企画をされていますが、白井さんが作ってこられ
た劇場のあり方と、圭史さんが引き継いだときに、大き
く変えてみようと思われたことはありますか。
長塚――県内に向ける視点という点が、大きい違いか
もしれません。白井さんは、もっと広い意味でKAATと
いう劇場を知らしめようと、あれだけの数の公演をし、
大いに知られ、関心を抱いていただけるようになった。
ただ、地元の方には、まだあまり知られていない。劇場
に人を呼ぶだけではなく、僕らのほうが人に会いに行き、
僕らのほうから作品を劇場の外に出していく。県内を
巡演する公演を行ったり、広報誌を地域の方たちとの
出会いの場に変えてくとか。
　例えば、県内7カ所の劇場を廻るカナガワ・ツアー・
プロジェクトを企画しました。西遊記の一行が、天竺
に向かう途中に神奈川県に迷い込む。日ノ出町の映
画館の前で、三蔵法師が野垂れ死にそうになっている。
そこから、横須賀の孫悟空や、海老名にいる沙悟浄を
探して、県内の様々な神様などに助けを借りながら、天
竺の道に戻るという演劇を県内のいろんな劇場で上演
しました。そのとき、財政も事情もそれぞれの劇場で違う
し、実はある劇場からは、これって一回やりに来たら終
わりでしょ、と言われました。そうなんです。継続すること
なんです。これはとても有難いご指摘でした。毎年同じ
会場に行けなくても、近くの会場に行き、また観に行き
たいと思う方が来られるような方法で廻していけないか
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3月16日［土］・17日［日］14:30開演
作・演出＝土田英生
出演＝水沼健、奥村泰彦、尾方宣久、金替康博、土田英生ほか
会場＝PLATアートスペース

PLAT小劇場シリーズ
MONO

「はなにら」
《別れ》はいろんな顔でやってくる

3月2日［土］・3日［日］14:30開演
原作＝W.シェイクスピア

脚本＝樋口ミユ
上演台本・演出＝橋本昭博
ドラマトゥルク＝長島確
振付＝白神ももこ
出演＝オーディションで選ばれた一般市民
会場＝PLAT主ホール

市民と創造する演劇

「リア王－どん底から
笑ってリターン!－」
こんなシェイクスピア、あり?

:2

と、計画しています。
桑原――確かに、面白いことをやるだけでなく、定着さ
せていくという課題がありますよね。地元の方の反応は
いかがでしたか。

長塚――横浜の映画館の名前が出ると盛り上がる。猪
八戒は県内を食べ歩いている設定で、猪八戒の造形
をしっかり造り、事前に各地の飲食店に行って撮影し、
美味しそうに食べている写真が登場しました。地域の
歴史的題材を取り上げたり、地元の神仏が登場すると、
住んでいる街のことを知るきっかけにもなり、みんなとて
も喜んでくれました。
桑原――私も北九州でお芝居を作った時には、地元の
名所やお店を脚本に取り込みました。「資さんうどん」とか。
　PLATでも2021年に、「ぷらっと文化祭」を企画した
んです。ホールの中だけでなくいろんな場所を使って
アートや演劇を同時多発的に展開することで、PLATの
交流スクエアに勉強しに来ている高校生や通りかかっ
た人にも立ち止まってもらいたいなと思って。屋外で開
催した子ども向けワークショップの様子を通りがかりの
人が見たり、コロナ禍でしたが、できる範囲でやってみて。
長塚――素晴らしいですね。確かにPLATでは学生が

撮影：宮川舞子

小川絵梨子［おがわ・えりこ］
／ 2004年、ニューヨーク・アク
ターズスタジオ大学院演出部
卒業。06～ 07年、平成17
年度文化庁新進芸術家海外
研修制度研修生。18年9月よ
り新国立劇場の演劇芸術監
督に就任。近年の演出作品に、
『ダウト～疑いについての寓
話』『検察側の証人』など。新
国立劇場では『キネマの天地』
『タージマハルの衛兵』『骨と
十字架』『スカイライト』『1984』
などの演出のほか、『かもめ』
『ウィンズロウ・ボーイ』の翻訳
も手がける。

勉強するという姿がある。それはとっても印象的。
桑原――圭史さんはトップクリエイターとして以前から第
一線で活躍されてましたが、そんな圭史さんの動きに変
化を感じたのが、まつもと市民芸術館の総監督の串田
和美さんと活動されるようになってからという印象があり
ます。近年では阿佐ヶ谷スパイダースに劇団員をたくさ
ん迎えられ、子育てしながらも参加できる劇団を作ろう
とされたり、ご自身のキャリアだけでなく、演劇界全体の
ことを考えておられる、それは何かきっかけがあったの
ですか。

長塚――串田さんの影響はありました。街を歩いている
と、「串田さん」と声を掛けられて、すごいなと思った。
街と劇場が風通し良く繋がっている。うらやましく、健
全に見えました。もっと濃いお客様との出会いができな
いかなと思いました。
桑原――私にとって、若いころの圭史さんって都会的で
洗練されている「東京の象徴」みたいな感じだったんで
す。東京のど真ん中にいる人が、松本で、何か違う遊
びをしている。今度は横浜という場所で、芸術監督にな
られている。創作の幅を広げていく圭史さんが、すごく
楽しみです。最初の任期である5年で、何か、達成し
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長塚圭史［ながつか・けいし］
／劇作家・演出家・俳優。
1996年、演劇プロデュースユ
ニット阿佐ヶ谷スパイダースを
旗揚げし、作・演出を手掛ける。
(17 年劇団化 )。08 年、文化
庁新進芸術家海外研修制度
にて１年間ロンドンに留学。
11年、ソロプロジェクト・　河
思潮社を始動。17 年、新ユ
ニット・新ロイヤル大衆舎を結
成。21 年4 月よりKAAT神奈
川芸術劇場芸術監督。KAAT
での近年の演出作品に『王
将』三部作、『近松心中物語』、
『冒険者たち ～ JOURNEY 
TO THE WEST～』、『夜の
女たち』など。23年2月～3月
『蜘蛛巣城』（KAAT神奈川芸
術劇場他）に出演予定。
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たいことはおありですか。

長塚――基本的にはしつこくやることしかない。最初に
掲げたことを繰り返し、飽きるほど言うこと。この劇場を
神奈川県のお客様にもっとひらいていきたい。県にこ
んな素敵な劇場があることを示したい。劇場とはどうい
う場所か知らせたい。とにかく言い続け、任期5年で
やっと、ちょっとだけ聞こえたらいいなって思っています。
継続し、耳にタコができるぐらい言い続けることを、とて
も意識しています
桑原――新国立劇場の小川絵梨子さんや彩の国さい
たま芸術劇場の近藤良平さん、世田谷パブリックシア
ターの白井晃さんと定期的に開催されている「芸術監督
公開トーク」は、監督同士の情報共有の場として始めら
れたのでしょうか。

長塚――最初、白井さんや小川さんの発案から始まりま
した。お互いの劇場で何をやっているかを話し合えれ
ば、それぞれの事情や課題を共有できるし、そんなに多
くない劇場に足を運ぶお客様を取り合っていてもしょう
がなく、やはり共有していかなければならないし、そこか
ら伸ばしてかなければならないという思いがあります。
桑原――芸術監督同士が意見を交換して繋がりを持ち、
共に考える仲間を増やしていく。その中に豊橋も混ぜて
もらえるならすごくうれしいなと思います。
　最後に、KAATに行ってみたい方に向けて、メッセー
ジをお願いします。
長塚―― KAATはコンセプトを持って、メインシーズン
にはタイトルを設けて、劇場全体で時間をかけて年間
のプログラムを作っています。多分、国内で主催事業を
これだけやっている公共劇場はなく、エネルギーが詰
まった場所です。そして横浜は楽しい。中華街や馬車道、
元町もあるし、観光地でもある。近くに遊びにいらした
際に、ちらっとのぞきに来てくれると、何かとてつもなく面
白いものに出会うことができるかもしれません。
桑原――短い時間でしたが、沢山のお話を伺いました。
今日は本当にありがとうございました。

桑原―― KAAT神奈川芸術劇場の芸術監督として、さまざまな企画や試みをされておられる長塚圭史さんですが、まず、
参与から2021年4月に芸術監督になられたことで心境や環境の変化はありましたか。
長塚――視界は変わりました。自分が企画に携わっている作品は、初日には緊張するし、そういうことは芸術監督に就任
するまでは、参与の期間でもないことです。参与のときは、いろんな方に話を聞いて、劇場が普段慣れてしまっている部分
について指摘し、広報のあり方を意識的に見たり、それを有効に変えるにはどうすればいいのかを考える時間でした。
桑原―― KAATは前芸術監督の白井さんの頃から面白い企画をされていますが、白井さんが作ってこられた劇場のあり
方と、圭史さんが引き継いだときに、大きく変えてみようと思われたことはありますか。
長塚――県内に向ける視点という点が、大きい違いかもしれません。白井さんは、もっと広い意味でKAATという劇場を
知らしめようと、あれだけの数の公演をし、大いに知られ、関心を抱いていただけるようになった。ただ、地元の方には、
まだあまり知られていない。劇場に人を呼ぶだけではなく、僕らのほうが人に会いに行き、僕らのほうから作品を劇場の
外に出していく。県内を巡演する公演を行ったり、広報誌を地域の方たちとの出会いの場に変えてくとか。
　例えば、県内7カ所の劇場を廻るカナガワ・ツアー・プロジェクトを企画しました。西遊記の一行が、天竺に向かう途中
に神奈川県に迷い込む。日ノ出町の映画館の前で、三蔵法師が野垂れ死にそうになっている。そこから、横須賀の孫悟
空や、海老名にいる沙悟浄を探して、県内の様々な神様などに助けを借りながら、天竺の道に戻るという演劇を県内のい
ろんな劇場で上演しました。そのとき、財政も事情もそれぞれの劇場で違うし、実はある劇場からは、これって一回やりに
来たら終わりでしょ、と言われました。そうなんです。継続することなんです。これはとても有難いご指摘でした。毎年同じ会
場に行けなくても、近くの会場に行き、また観に行きたいと思う方が来られるような方法で廻していけないかと、計画して
います。

桑原――確かに、面白いことをやるだけでなく、定着させていくという課題がありますよね。地元の方の反応はいかがでし
たか。

長塚――横浜の映画館の名前が出ると盛り上がる。猪八戒は県内を食べ歩いている設定で、猪八戒の造形像をしっかり
造り、事前に各地の飲食店に行って撮影し、美味しそうに食べている写真が登場しました。地域の歴史的題材を取り上
げたり、地元の神仏が登場すると、住んでいる街のことを知るきっかけにもなり、みんなとても喜んでくれました。
桑原――私も北九州でお芝居を作った時には、地元の名所やお店を脚本に取り込みました。「資さんうどん」とか。
　PLATでも2021年に、「ぷらっと文化祭」を企画したんです。ホールの中だけでなくいろんな場所を使ってアートや演劇
を同時多発的に展開することで、PLATの交流スクエアに勉強しに来ている高校生や通りかかった人にも立ち止まっても
らいたいなと思って。屋外で開催した子ども向けワークショップの様子を通りがかりの人が見たり、コロナ禍でしたが、で
きる範囲でやってみて。
長塚――素晴らしいですね。確かにPLATでは学生が勉強するという姿がある。それはとっても印象的。
桑原――圭史さんはトップクリエイターとして以前から第一線で活躍されてましたが、そんな圭史さんの動きに変化を感じ
たのが、まつもと市民芸術館の総監督の串田和美さんと活動されるようになってからという印象があります。近年では阿佐ヶ
谷スパイダースに劇団員をたくさん迎えられ、子育てしながらも参加できる劇団を作ろうとされたり、ご自身のキャリアだけ
でなく、演劇界全体のことを考えておられる、それは何かきっかけがあったのですか。
長塚――串田さんの影響はありました。街を歩いていると、「串田さん」と声を掛けられて、すごいなと思った。街と劇場が
風通し良く繋がっている。うらやましく、健全に見えました。もっと濃いお客様との出会いができないかなと思いました。
桑原――私にとって、若いころの圭史さんって都会的で洗練されている「東京の象徴」みたいな感じだったんです。東京の
ど真ん中にいる人が、松本で、何か違う遊びをしている。今度は横浜という場所で、芸術監督になられている。クリエーショ
ンを広げていく圭史さんが、すごく楽しみです。最初の任期である5年で、何か、達成したいことはおありですか。
長塚――基本的にはしつこくやることしかない。最初に掲げたことを繰り返し、飽きるほど言うこと。この劇場を神奈川県の
お客様にもっとひらいていきたい。県にこんな素敵な劇場があることを示したい。劇場とはどういう場所か知らせたい。と
にかく言い続け、任期5年でやっと、ちょっとだけ聞こえたらいいなって思っています。継続し、耳にタコができるぐらい言
い続けることを、とても意識しています
桑原――新国立劇場の小川絵梨子さんや彩の国さいたま芸術劇場の近藤良平さん、世田谷パブリックシアターの白井晃
さんと定期的に開催されている「芸術監督公開トーク」は、監督同士の情報共有の場として始められたのでしょうか。
長塚――最初、白井さんや小川さんの発案から始まりました。お互いの劇場で何をやっているかを話し合えれば、それぞ
れの事情や課題を共有できるし、そんなに多くない劇場に足を運ぶお客様を取り合っていてもしょうがなく、やはり共有し
ていかなければならないし、そこから伸ばしてかなければならないという思いがあります。
桑原――芸術監督同士が意見を交換して繋がりを持ち、共に考える仲間を増やしていく。その中に豊橋も混ぜてもらえる
ならすごくうれしいなと思います。
　最後に、KAATに行ってみたい方に向けて、メッセージをお願いします。
長塚――KAATはコンセプトを持って、メインシーズンにはタイトルを設けて、劇場全体で時間をかけて年間のプログラム
を作っています。多分、国内で主催事業をこれだけやっている公共劇場はなく、エネルギーが詰まった場所です。そして
横浜は楽しい。中華街や馬車道、元町もあるし、観光地でもある。近くに遊びにいらした際に、ちらっとのぞきに来てくれると、
何かとてつもなく面白いものに出会うことができるかもしれません。
桑原――短い時間でしたが、沢山のお話を伺いました。今日は本当にありがとうございました。

長塚圭史［ながつか・けいし］／
劇作家・演出家・俳優。1996年、
演劇プロデュースユニット阿佐ヶ
谷スパイダースを旗揚げし、作・
演出を手掛ける。(17 年劇団化 )。
08 年、文化庁新進芸術家海外
研修制度にて１年間ロンドンに
留学。11年、ソロプロジェクト・葛
河思潮社を始動。17 年、新ユニッ
ト・新ロイヤル大衆舎を結成。21 
年4 月よりKAAT神奈川芸術劇
場芸術監督。KAATでの近年の
演出作品に『王将』三部作、『近
松心中物語』、『冒険者たち ～
JOURNEY TO THE WEST
～』、『夜の女たち』など。23年2
月～3月『蜘蛛巣城』（KAAT神
奈川芸術劇場他）に出演予定。
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入場料500円、上演時間60分の「プラットワンコインコンサート」は、地域ゆかりの
若手音楽家の育成と、地域の人々に上質なコンサートを気軽に楽しんでいただく
ことをコンセプトに2014年からスタートしたPLATオリジナルのコンサートシリー
ズです。出演するのはオーディションで選ばれた実力派ばかり！瑞々しい若手音
楽家たちの個性豊かなステージにご期待ください！

若手音楽家育成事業
プラットワンコインコンサート 2023上半期
若手音楽家に活躍の場を、お客様にはより音楽を楽しめる機会を

上半期
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大竹しのぶ［おおたけ・しの
ぶ］／1957年7月17日生まれ。
東京都出身。1975年映画『青
春の門 －筑豊編－』ヒロイン
役で本格的デビュー。その鮮
烈さは天性の演技力と称賛さ
れ、同年、朝の連続ドラマ小
説『水色の時』に出演し、国
民的ヒロインとなる。圧倒的な
存在感は常に注目を集め、映
画、舞台、TVドラマ、音楽等
ジャンルにとらわれず才能を
発揮し、作品毎に未知を楽し
む豊かな表現力は主要な演劇
賞を数々受賞し、2011年に
紫綬褒章を受勲。2021年に
は、東京2020オリンピック閉
会式に出演。世代を超えて支
持され続けている名実ともに日
本を代表する女優。近年の出
演作に、テレビドラマ『いだて
ん～東京オリムピック噺 (ばな
し )～』（19）、『監察医  朝顔
（第2シーズン）』（21）、舞台
『女の一生』（20）、『フェードル』
『夜への長い旅路』（21）など。

柳家喬太郎［やなぎや・きょう
たろう］／1989年柳家さん喬に
入門、前座名「さん坊」、1993
年二ツ目昇進「喬太郎」と改
名、2000年真打昇進。主な受
賞歴として、1998年NHK新
人演劇大賞落語部門大賞、
2005・6年 平成16年度・17
年度国立演芸場花形演芸会
大賞、2006年 平成17年度
芸術選奨文部科学大臣新人
賞（大衆芸能部門）、2007年 
平成18年度国立演芸場花形
演芸会大賞｡

入場料500円、上演時間60分の「プラットワンコインコンサート」は、
地域ゆかりの若手音楽家の育成と、地域の人々に上質なコンサートを
気軽に楽しんでいただくことをコンセプトに2014年からスタートした
PLATオリジナルのコンサートシリーズです。
　オーディションで選ばれた若手音楽家たちの個性豊かなステージ
にご期待ください！
会場＝PLATアートスペース

2021年12月24日［金］14:00開演

波多野 菫［ピアノ］

「祈りと憧れ」
【出演者よりメッセージ】私たちよりもずっと前から存在し
ていて、たくさんの歴史や文化を見てきた作品たちはど
こか人間離れしているように感じますが、もう少しの幸
せに憧れて、祈って、当時を生き抜いた作曲家たちが
生み出したものは本当に胸を打つものがあります。
　今回は、夢見るような旋律や、軽やかに流れていくよ
うな響きが魅力的な曲、重厚感のある巨大な建築物の
ような曲など様々な要素の曲を集めました。
　クリスマスイブの日に、明日の幸せを願って、美しい
名曲たちを心を込めて演奏させていただきます。

【プロフィール】豊橋市出身。第34回 愛知ピアノコン
クール 高校B部門 金賞。第22回 日本芸術センター
記念ピアノコンクール セミファイナリスト。2021年度 (公
財 )日本芸術協会 奨学生。これまでに山口智子、上野
栄美子、西川秀人、伊藤隆之の各氏に師事。名古屋
市立菊里高等学校を経て、現在、愛知県立芸術大学
3年在学中。

2022年1月8日［土］14:00開演

こでまりデュオ

「チューバとピアノで巡る20世紀」
【出演者よりメッセージ】この度プラットワンコインコン
サートに初出演いたします「こでまりデュオ」です！私た
ちはチューバとピアノという珍しい編成で活動していま
す。オーケストラの縁の下の力持ち・でも実は幅広い音
色を持つチューバの音を間近で聞くチャンスです。曲
ごとに表情のガラッと変わるピアノにも注目です。
　チューバとピアノの音色に乗せて20世紀の音楽を巡
る、充実した内容でお届けします。仲良しデュオの個
性ある演奏をお楽しみください。

【プロフィール】加藤由依子［チューバ］と磯谷莉佳［ピア
ノ］によるデュオ。2000年にそれぞれ愛知県碧南市・豊
橋市で生まれ、愛知県立明和高校音楽科を経て現在
東京音楽大学で学んでいる。加藤のダイナミックかつ歌
心溢れる表現と、磯谷の繊細で美しい音色で紡ぐ音楽
は、それぞれの個性が光りつつ絶妙なハーモニーを醸
し出す。
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11月14日［土］14：30開演
11月15日［日］14：30開演（追加公演）
作・演出＝野田慈伸
出演＝平田満、井上加奈子／
町田水城、平田耕太郎、徳橋みのり、青山祥子
会場＝PLATアートスペース

PLAT小劇場シリーズ
アル☆カンパニー
リーディング公演

『POPPY!!!』

11月6日［土］13：00開演／ 18:00開演
7日［土］13：00開演／ 17:00開演

作＝松原俊太郎
演出＝スペースノットブランク（小野彩加、中澤陽）

出演＝オーディションで選ばれた高校生
会場＝PLATアートスペース

高校生と創る演劇

『ミライハ』
あなたはわたしたちの未来、可能性、想像力–––
おっけー、じゃあそれぜんぶ見せてあげるね–––

若手音楽家育成事業

プラット
ワンコインコンサート
2023上半期

若手音楽家に活躍の場を、お客様には
より音楽を楽しめる機会を
入場料500円、上演時間60分の「プラットワンコインコンサート」は、地域
ゆかりの若手音楽家の育成と、地域の人々に上質なコンサートを気軽に
楽しんでいただくことをコンセプトに2014年からスタートしたPLATオリ
ジナルのコンサートシリーズです。出演するのはオーディションで選ばれ
た実力派ばかり！瑞々しい若手音楽家たちの個性豊かなステージにご期
待ください！

若手音楽家育成事業

プラット
ワンコインコンサート
2023上半期

　 純佳［ヴァイオリン］

【出演者よりメッセージ】11月24日に行ったコンサートでは多くのお客さまにお越しい
ただき、音楽を通して皆さまと心を重ね合わせることができました。ヴァイオリンを始め
て20年目の節目の年に、幼い頃から親しんだ豊橋市での演奏会を出来たことは、
私にとってもこの上ない幸せな時間となりました。今後も聴衆の心に響く音楽を奏でら
れる演奏家を目指し、研鑽してまいります。次回2022年4月下旬にも更に心踊るプ
ログラムをご用意し、皆様のお越しをお待ちしております。

【プロフィール】岡崎市出身。これまでに多数のコンクールで入賞。第45回藝大定期
室内楽に出演。東京春音楽祭2019に春祭特別オーケストラとして出演。Festival 
Academy Budapest 2019修了。2019年度よりヤマハ音楽振興会奨学生。2020年よ
り幸田町文化振興協会音楽宅配事業登録アーティスト。現在漆原朝子、玉井菜採両
氏に師事。東京藝術大学大学院修士課程1年に在学中。

はたの　　すみれ

2021年12月24日［金］14:00開演

波多野 菫［ピアノ］

「祈りと憧れ」
【出演者よりメッセージ】私たちよりもずっと前から存在し
ていて、たくさんの歴史や文化を見てきた作品たちはど
こか人間離れしているように感じますが、もう少しの幸
せに憧れて、祈って、当時を生き抜いた作曲家たちが
生み出したものは本当に胸を打つものがあります。
　今回は、夢見るような旋律や、軽やかに流れていくよ

はたの　　すみれ

SIGNAL
音の遊び場 
～彩り豊かな打楽器の響き～
5月31日［水］14：00開演

みなさんこんにちは、パーカッショントリオのSIGNALです。
『音の遊び場 ～彩り豊かな打楽器の響き』と銘打った今回の
演奏会では、打楽器のために書かれた音楽を取り上げます。
ただでさえ膨大な種類がある打楽器ですが、叩いて音が出る
ものはなんでも打楽器になりますので、ユニークな響きのある
作品が数多く存在します。目でも耳でも楽しめるような演奏会、
みなさまのご来場を心待ちにしております。

Profile
2018年に東京藝術大学打楽器専攻に入学した小林公哉、
成田花南、柴田知明によるパーカッショントリオ。2021年3
月に長野・愛知・東京の3ヶ所で開催した「SIGNAL1st 
Concert」を機に結成した。3人それぞれの豊かな個性と、4
年間共に音楽を学んだ仲間同士だからこそ生まれる一体感を
持ち合わせている。

千賀 さゆり＆安成紅音リートデュオ
春を告げる歌曲たち
3月24日［金］18：30開演

皆様こんにちは！私たちはドイツリートをこよなく愛する声楽＆ピ
アノのデュオです。ドイツリートとはドイツ語の歌曲のことで、
ピアノと歌が一体となって作り上げる音楽と、詩の美しさが醍
醐味です。それぞれの曲に対する私たちの愛を、トークも交え
ながらお伝えしたいと思っております。今回は、春が来る喜び
やお花を題材とした素敵な歌曲を集めました。私たちと一緒
に、音楽で春の訪れを感じてみませんか？心からお待ちして
おります。

Profile
豊橋市出身の千賀さゆり（ソプラノ）と福岡県出身の安成紅音
（ピアノ）のデュオ。愛知県立芸術大学にて2学年差の先輩・
後輩として出会い、学年の垣根を越えて交流、それぞれ同大
学院を修了。声とピアノのアンサンブルの面白さに魅了され、
在学時より積極的にリートに取り組んでいる。2019年愛知県
立芸術大学学内ホールにて「シューマン歌曲の夕べⅡ」に出
演、《女の愛と生涯》を全曲演奏。その他様々な演奏会に出
演し、ドイツリートを演奏している。

次回、9月8日［金］14:00開演 

「詩人アイヒェンドルフの森」公演予定！

石塚和基
ヴァイオリンは4弦色？！
6月16日［金］19：00開演

人は100万色以上を3原色に反応する目の細胞によって見
分けますが、100倍の1億色を1色多い4原色に反応する細
胞で見分けることができる人が存在するそうです。ヴァイオリン
には4本の弦が張られています。そこから発せられる4原色
（弦色）はまさに多彩です。当日はどんな色を皆さまにお届け
出来るでしょうか。お馴染みの曲を中心にしたプログラムを、
この小さな楽器から紡ぎ出される4弦色とお客様との化学変
化を楽しみにお越しください。

Profile
新城市立千郷中学校、名古屋市立菊里高校音楽科、大阪
音楽大学卒業、同大学院在学中。ウィーン国立音楽大学夏
期セミナー・ディプロマ取得。ヴァイオリンを大岩紀栄、森下陽
子、泉原隆志各氏に師事、現在木田雅子氏に師事。さかい
九頭竜音楽コンクール金賞及び特別賞、津山音楽コンクー
ル第1位、ディヒラーコンクール第１位他受賞多数。青山音楽
財団の助成を得てリサイタルを催し好評を博す。17Liveにて
フォロワー数2万人達成。料理男子でもある。

　田紗冶伽
打楽器の宴
7月20日［木］ 14：00開演

皆さま、こんにちは。打楽器奏者の濵田紗冶伽と申します。打
楽器は、オーケストラなどでは、他の楽器を支える役割が多い
楽器です。このプラットワンコインコンサートでは、打楽器が主
役となり、打楽器の魅力をたっぷりと堪能していただくコンサー
トにしたいと思っております。紀元前から存在する打楽器。現
代までの道筋を辿りながら、一緒に打楽器・音楽の魅力を楽
しみましょう！皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

Profile
豊田市出身。愛知県立明和高等学校音楽科を経て、東京音
楽大学器楽科を卒業。第24回万里の長城杯国際音楽コン
クール打楽器部門一般Aの部において第3位受賞。スター・
クラシックス・アカデミア第3期生。これまでに和泉正憲、菅原
淳、神谷百子、柴原誠の各氏に師事。現在、フリーの打楽器
奏者として、セントラル愛知響、名古屋フィル、愛知室内オ
ケ等に客演のほか、ソロ、アンサンブルでの演奏会出演、小
学校での訪問演奏等で幅広く活動中。

せんが　　　　　　　　　　　　やすなりあかね

リート

©Ayane Shindo

シグナル

いしづかかずき

©TAKUMI JUN

はまださやか

若手音楽家に活躍の場を
お客様にはより音楽を楽しめる機会を
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3月16日［土］・17日［日］14:30開演
作・演出＝土田英生
出演＝水沼健、奥村泰彦、尾方宣久、金替康博、土田英生ほか
会場＝PLATアートスペース

PLAT小劇場シリーズ
MONO

「はなにら」
《別れ》はいろんな顔でやってくる

:2

撮影：萩原ヤスオ撮影：伊藤華織

撮影：萩原ヤスオ

撮影：本間伸彦  ヘアメイク：笹浦洋子  スタイリスト：松田綾子（office DUE）  ブラウス、パンツ／DUE deux   ピアス／アビステ   リング／ケイテン

キムラ緑子［きむら・みどりこ］
／兵庫県淡路島出身。マキノ
ノゾミ主宰の劇団M.O.P.を経
て、舞台・テレビ、映画と幅広
く活躍。2013年、NHK連続
テレビ小説『ごちそうさん』でヒ
ロインをいじめる小姑役で人
気を博した。最近の舞台に
『有頂天作家』(2022)、 「あい
まい劇場  其の壱『あくと』」『ゴ
ヤ -GOYA-』『フェード ル』
(2021)、『ゲルニカ』(2020)、
『三婆』『母と惑星について、
および自転する女たちの記録』
（2019）など。NHK夜ドラ『あ
なたのブツが、ここに』、Eテレ
『グレーテルのかまど』（ナレー
ション）に出演。

平田満［ひらた・みつる］／愛
知県豊橋市出身。2018年3
月まで穂の国とよはし芸術劇
場PLAT芸術文化アドバイザー
を勤め、同年4月より同劇場ア
ソシエイト・アーティストに就任。
つかこうへい事務所にて俳優
活動をスタート。映画・テレビ・
舞台などに数多く出演。映画
『蒲田行進曲』で日本アカデ
ミー賞主演男優賞など受賞。
主な舞台に『白蟻の巣』『星回
帰線』『THE NETHER』など。
『海をゆく者』、『失望のむこう
がわ』で第49回紀伊國屋演
劇賞受賞。2005年よりアル☆
カンパニーを設立。『荒れ野』
『父よ！』『失望のむこうがわ』な
どを制作。
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9月30日［金］18：30開演
10月1日［土］13：00開演
10月2日［日］13：00開演

原作＝久板栄二郎
映画脚本＝依田義賢

上演台本・演出＝長塚圭史
音楽＝萩野清子
振付＝康本雅子

出演＝江口のりこ、前田敦子／伊原六花、前田旺志郎、北村岳子、福田転球／大東駿介、北村有起哉ほか
会場＝PLAT主ホール

ミュージカル

『夜の女たち』
戦後間もない大阪釜ヶ先を舞台に、夜の闇に墜ちていった女性たち

今
の
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二兎社

『歌わせたい男たち』
あの伝説の卒業式が十四年ぶりによみがえる。
12月14日［水］19：00開演
12月15日［木］13：00開演
作・演出＝永井 愛
出演＝キムラ緑子、山中 崇、大窪人衛、うらじぬの、相島一之
会場＝PLAT主ホール

　近年、公立劇場では多様な観客を迎え入れるための
取り組みが大きな課題となっている。子育て世代や高齢
者のように生活環境に由来して劇場から足が遠のく
ケースもあれば、在留外国人のように母語での上演や
広報が少ないため来場できないケースもあるだろう。そう
した「劇場に行きづらい人」の中には様々な障がいを
もった人たちもいる。穂の国とよはし芸術劇場PLATで
は昨秋、聴覚障がい者とともに楽しめる鑑賞事業として
舞台手話通訳付き公演を実施。これが興奮と気づきの
連続だった。
　演目は『楽屋－流れ去るものはやがてなつかしき－』、
演出は樋口ミユ、。『楽屋』は60年代から日本の現代
演劇に影響を与えてきた劇作家・清水邦夫の代表作で
あり、樋口は関西から飛び出して全国で活躍する劇作
家・演出家だ。彼女は2020年度すでに自身の戯曲『凛
然グッドバイ』で舞台手話通訳付き公演に挑戦。その時
はリーディング形式だったので、今回は満を持して本
格的な演劇上演となった。
　舞台手話通訳の役割は、作品のセリフや状況を舞
台上からリアルタイムで伝えていくことだが、求められる
内容は現場によって若干異なるという。そもそも日本国内
での事例がまだ少なく、筆者もこの『楽屋』で初体験した
のだが、樋口の演出、特に手話通訳者を俳優と同じよ
うに動かす趣向は、作品の性質ともあいまって非常に
功を奏していた。
　『楽屋』は登場人物4人で、文字どおりシチュエー
ションは楽屋である。女優A、女優B、女優Cをそれぞれ、
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ののあざみ、大浦千佳、服部容子が務め、女優Dには
オーディション選抜の小野里満子が起用された。手話
通訳者は『凛然グッドバイ』に引き続き、加藤真紀子、
高田美香、水野里香の3人。一人の登場人物に対し
て一人の手話通訳者がつくわけではない編成だ。
　幕開け、舞台奥から女優Aが現れる。彼女は短い手
話を見せ、奈落へと降りていく。その手話は宗教曲が流
れていることを伝えていたのだが、結果的に俳優と手話
通訳者の垣根のなさが象徴的に浮かび上がったように
思う。続いて手話通訳者の水野が奈落へ降りると、鉄
砲階段と呼ばれるハシゴ同然の足場をつたって舞台に
上がる。以降の二人も手話通訳としては動きが大変で
驚かされるも、みな俳優同様、どこか厳かな空気をまとっ
てスムーズに登場。そこから彼女たちは、起きる事象を
代わる代わる手話通訳していく。
　女優Aと女優Bは楽屋に住みつく幽霊で、その劇場
ではチェーホフの『かもめ』が上演されようとしている。楽
屋の主はヒロインのニーナ役を演じる女優C。彼女は
40代にして大役をつかんだらしく、妙に気持ちをたか
ぶらせている。そんな女優Cが舞台に出ていくと、女優
Aと女優Bは彼女を辛辣に批評。やがて自分たちの芝
居心が疼き出し、チェーホフやシェイクスピア、三好十
郎の名作、名場面を演じ合う。しかし女優Dが登場す
ると、空気がまた一変。枕を抱いた虚ろな若き女優Dは、
女優Cにニーナ役を返してほしいと迫る。舞台上には
楽屋鏡をイメージさせる美術が並び、舞台周りの床板は
はずされ、奈落が顔をのぞかせている。奈落は死の世

界を意味しているようだ。
　ののと大浦は、時におかしく時にシリアスな丁々発
止の掛け合いで劇を弾ませていく。服部はヒステリック
な演技も見せながら、生きた人間にとっての現実世界
や演劇界の過酷さをにじませる。あどけなさの残る小野
里も、役への執念を全身で表現。樋口によるキャスティ
ングが冴えていた。そして何より並走する手話通訳者3
人が、喜劇的であったり悲劇的であったりするニュアン
スも含め客席に伝えていくのは圧巻。やがて手話通訳
者たちも楽屋に住まう「声なき存在」に見えてくるから面
白い。
　また『楽屋』という作品は女優の話であると同時に、
戯曲・演劇の話でもあり、ひいては言葉の話とも言える。
劇中、生きていた時代が違う女優Aと女優Bが海外戯
曲の新旧翻訳の差異で揉めるシーンがあるが、太古の
昔から演劇人たちは言葉とともに格闘してきたのではな
いか。劇作家は一言一句に心血を注ぎ、演出家は言
葉を読み解いて具現化し、俳優はひと言ひと言のセリ

フに全身全霊で立ち向かう。それでいて言外の何事か
を浮かび上がらせようとしてきた演劇に、今回もう一つ
の言語＝手話が入ったことで、あらためて言葉の持つ
力を思い知らされた。特に冒頭と終幕。誰の言葉ともわ
からない、まるで闇から届いたようなフレーズは作品に
不思議な気配を与えている。これがナレーションと手話
で同時に繰り出されると、言葉が何倍にも増幅され、ゾ
クゾクさせられた。

　もちろん前述の感想は、耳が聞こえている筆者のもの
ではある。一緒に観劇した聴覚障がい者の人たちがど
う感じたのか、本当のところは知り得ない。ただ、客席
全体が同じリアクションをする瞬間があったのは紛れも
ない事実だ。私たちに個体差、個性があっても、共有で
きるもの・ことを増やせば、時間や空間、人生を分かち
合える。舞台手話通訳付き公演『楽屋』には、劇場がで
きることの可能性を実感した。そして自分自身ができる
アクションとして、以前から興味のあった手話を少しず
つ学んでみたいと考えている。

佐藤晴真 ©Seiichi Saito

2022年10月 東京フィルハーモニー交響楽団 「平日の午後のコンサート」

舞台手話通訳付き公演

『 楽屋 』　―流れ去るものはやがてなつかしき―

鑑賞レポート
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近年、公立劇場では多様な観客を迎え入れるための取り組みが大きな課
題となっている。子育て世代や高齢者のように生活環境に由来して劇場か
ら足が遠のくケースもあれば、在留外国人のように母語での上演や広報が
少ないため来場できないケースもあるだろう。そうした「劇場に行きづらい
人」の中には様々な障がいを抱えた人たちもいる。穂の国とよはし芸術劇
場PLAT(以下、プラット)では昨秋、聴覚障がい者とともに楽しめる鑑賞
事業として舞台手話通訳付き公演を実施。これが興奮と気づきの連続
だった。

　演目は『楽屋－流れ去るものはやがてなつかしき－』、演出は樋口ミユ、。
『楽屋』は60年代から日本の現代演劇に影響を与えてきた劇作家・清水
邦夫の代表作であり、樋口は関西から飛び出して全国で活躍する劇作家・
演出家だ。彼女は2020年度すでに自身の戯曲『凛然グッドバイ』で舞台
手話通訳付き公演に挑戦。その時はリーディング形式だったので、今回
は満を持して本格的な演劇上演となった。
　舞台手話通訳の役割は、作品のセリフや状況を舞台上からリアルタイ
ムで伝えていくことだが、求められる内容は現場によって若干異なるという。
そもそも日本国内での事例がまだ少なく、筆者もこの『楽屋』で初体験したの
だが、樋口の演出、特に手話通訳者を俳優と同じように動かす趣向は、
作品の性質ともあいまって非常に功を奏していた。
　『楽屋』は登場人物4人で、文字どおりシチュエーションは楽屋である。
女優A、女優B、女優Cをそれぞれ、ののあざみ、大浦千佳、服部容子が
務め、女優Dにはオーディション選抜の小野里満子が起用された。手話
通訳者は『凛然グッドバイ』に引き続き、加藤真紀子、高田美香、水野里
香の3人。一人の登場人物に対して一人の手話通訳者がつくわけではな
い編成だ。
　幕開け、舞台奥から女優Aが現れる。彼女は短い手話を見せ、奈落へ
と降りていく。その手話は宗教曲が流れていることを伝えていたのだが、結
果的に俳優と手話通訳者の垣根のなさが象徴的に浮かび上がったように
思う。続いて手話通訳者の水野が奈落へ降りると、鉄砲階段と呼ばれるハ
シゴ同然の足場をつたって舞台に上がる。以降の二人も手話通訳として
は動きが大変で驚かされるも、みな俳優同様、どこか厳かな空気をまとって
スムーズに登場。そこから彼女たちは、起きる事象を代わる代わる手話通
訳していく。
　女優Aと女優Bは楽屋に住みつく幽霊で、その劇場ではチェーホフの
『かもめ』が上演されようとしている。楽屋の主はヒロインのニーナ役を演じ
る女優C。彼女は40代にして大役をつかんだらしく、妙に気持ちをたか
ぶらせている。そんな女優Cが舞台に出ていくと、女優Aと女優Bは彼女

昨年9月10日・11日にPLATアートスペースで劇場がさらに開かれた場となる試みとして、手話通訳者が舞台上で
演劇を同時通訳する公演が行われた。演目には1977年以降多くの演劇人が上演してきた清水邦夫の名作『楽屋』
が選ばれ、演出をPlant Mの樋口ミユが担当。このアクセスビリティの課題と向き合う実践は、劇場の可能性を広
げるとともに、演劇そのものの新たな芸術的地平を切り拓いた。
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『エンジェルス・イン・アメリカ』

チケットの購入・お問合せ　
プラットチケットセンター
◉劇場窓口・電話0532-39-3090［休館日を除く10：00－19：00］◉オンライン
http://toyohashi-at.jp［24時間受付・要事前登録］◉チケット販売＝販売初日は
オンライン・電話のみ取り扱い。翌日以降、残席がある場合は窓口販売あり。

PLAT主催・共催公演情報

2/23 ［木・祝］15:00開演

ピーピング・トム 『マザー』
●構成・演出＝ガブリエラ・カリーソ
●ドラマトゥルク・演出補佐＝フランク・シャルティエ
●会場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］一般4,000円ほか

3/4 ［土］14:30開演

3/5 ［日］14:30開演

市民と創造する演劇 『悲劇なんてまともじゃない』
●原作＝ウィリアム・シェイクスピア●上演台本・演出＝山田佳奈●出
演＝オーディションで選ばれた市民／井上ほたてひも、益山寛司●会
場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］一般2,000円、U25  1,000
円、高校生以下500円※4日（土）は終演後トークあり。5日（日）は視
覚に障がいのあるお客様のための舞台説明会あり（要事前予約）。

3/18 ［土］14:30開演

3/19 ［日］14:30開演

MONO 『なるべく派手な服を着る』
●作・演出：土田英生●出演＝奥村泰彦、水沼 健、
金替康博、土田英生、尾方宣久、渡辺啓太、石丸奈菜美、高橋明日香、
立川 茜●会場＝PLATアートスペース●料金＝［全席指定］一般
4,000円ほか※3月18日（土）は終演後トークあり。

4/30 ［日］14:00開演

プラット2023年度 年間プログラム説明会
2023年度、プラットがお贈りする主催・共催プログラムをご紹介いたし
ます。●会場＝PLATアートスペース●料金＝無料（要整理券または劇
場ホームページから要申込）※整理券はプラットチケットセンターにて4
月1日（土）より配布開始

5/4 ［木・祝］・5 ［金・祝］
とよはしアートフェスティバル2023

大道芸 inとよはし
マイムにアクロバット、JAZZなどの超豪華ラインナップ。世界で活躍する
大道芸人達がPLAT北側広場など屋外でパフォーマンスを行います。5
月4日（木・祝）17時からはPLAT主ホールでスペシャルライブを開催。
●会場＝PLAT北側広場ほか●料金＝無料※詳細は決まり次第、ホー
ムページで公開いたします。
【関連企画】
4/15［土］16:00～17:00

ぷらっとおしゃべり 「大道芸 inとよはし」について知ろう
大道芸のプロデューサー・橋本隆平を招いて、大道芸の魅力と芸人紹
介を行います。●会場＝豊橋市まちなか図書館2階 中央ステップ

U25・高校生以下割引ご案内 

ほぼすべての財団主催公演に、若い人にお得な料金を設定しています。
◉料金＝U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半額／高校生以下：1,000円◉購入方法＝各
公演の一般発売初日から取扱い。◉その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。座席の指
定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

5/19 ［金］18:30開演

立川志の輔 独演会
古典、新作問わず落語に新しい息吹を吹き込む、大人気の立川志の
輔による独演会です。
●会員先行＝WEB抽選のみ。申込期間＝2月17日（金）10:00～ 2月
28日（火）19:00※申込方法等詳細はホームぺージでご確認ください。
●一般＝3月25日（土）●出演＝立川志の輔●会場＝PLAT主ホール
●料金＝［全席指定］一般4,200円ほか

6/3 ［土］第一部11:30開演／第二部17:00開演

エンジェルス・イン・アメリカ
第一部『ミレニアム迫る』
第二部『ペレストロイカ』
1991・92年の初演以来世界中で上演されている、トニー・クシュナーの
傑作『エンジェルス・イン・アメリカ』二部作を一挙上演。オーディショ
ンを経た8名の出演者による、一部と二部それぞれ約4時間、計8時
間の舞台をお届けします。
●会員先行＝3月18日（土）●一般＝4月1日（土）●作＝トニー・ク
シュナー●翻訳＝小田島創志●演出＝上村聡史●出演＝浅野雅博、
岩永達也、長村航希、坂本慶介、鈴木 杏、那須佐代子、水 夏希、山
西 惇●会場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］一部・二部通し券
（S席） 10,000円、S席 6,500円、A席 3,500円ほか

6/14 ［水］13:00開演

木ノ下歌舞伎『糸井版摂州合邦辻』
生と死、聖と俗。長い変遷をたどり連綿と語り継がれてきた物語が、今ま
た「生」を照らし出す。唯一無二の楽曲と劇世界を放つ劇作家・演出
家・音楽家の糸井幸之介と、歌舞伎の現代化で注目される木ノ下歌舞
伎のタッグにより生まれた、時空を突き抜ける音楽劇。
●会員先行＝4月8日（土）●一般＝4月22日（土）●作＝菅専助、若
竹笛躬●監修・補綴・上演台本＝木ノ下裕一●上演台本・演出・音楽
＝糸井幸之介●出演＝内田 慈、土屋神葉／谷山知宏、永島敬三、
永井茉梨奈、飛田大輔、石田迪子、山森大輔／伊東沙保、西田夏奈
子、武谷公雄●会場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］S席
4,500円、A席3,000円ほか

マイセレクト
2023

マイセレクト
2022

マイセレクト4対象公演託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様500円。お申込み、お問合
せはプラットチケットセンターまで

撮影：伊藤華織 撮影：東直子Direction: OGURA Toshimitsu  Photo: FUJIKI Miho撮影：谷古宇正彦

MONO『なるべく派手な服を着る』 初演舞台写真 『エンジェルス・イン・アメリカ』 木ノ下歌舞伎『糸井版摂州合邦辻』立川志の輔 独演会とよはしアートフェスティバル2023 大道芸 inとよはし

若手音楽家育成事業

プラットワンコインコンサート
「若い音楽家には活躍の場を、お客様にはより音楽を楽しめる機会を」
と企画されたPLATオリジナルのワンコインコンサートです。500円で
贅沢なひとときをお過ごしください。
●会場＝PLATアートスペース
●料金＝［全席自由・整理番号付］500円

3/24 ［金］18:30開演
『春を告げる歌曲たち』
千賀さゆり＆安成紅音リートデュオ
千賀さゆり（ソプラノ）、安成紅音（ピアノ）

5/31 ［水］14:00開演
『音の遊び場～彩り豊かな打楽器の響き～』
SIGNAL  小林公哉（打楽器）、成田花南（打楽器）、柴田知明（打楽器）
●会員・一般＝3月23日（木）

6/16 ［金］19:00開演
『ヴァイオリンは4弦色？！』
石塚和基（ヴァイオリン）
●会員・一般＝3月23日（木）

7/20 ［木］14:00開演
『打楽器の宴』
濱田紗冶伽（打楽器）
●会員・一般＝3月23日（木）

豊橋アーティスト・イン・レジデンス

ダンス・レジデンス2023

小尻健太
2022年10月に引き続き、4月29日から5月13日までの約2週間に
わたり『Study for Self/portrait』ソロパフォーマンス再演に向けたリサー
チのため豊橋市で滞在制作を行います。最終日には成果発表会として
ダンスパフォーマンスをご覧いただけます。

5/13 ［土］14:00 （予定）
成果発表会
●会場＝PLAT創造活動室A●参加費＝無料●申込方法等詳細は決
まり次第、ホームページで公開いたします。

―作品にもう一歩近づくレッスン』2022年度
●日程＝10/23［日］、10/30［日］、12/4［日］、12/25［日］●講師＝山
口宏子●参加費＝一般1,000円ほか●対象＝高校生以上の方で、プ
ラットで上演する、劇団チョコレートケーキ『帰還不能点』（11/19・20）と
二兎社『歌わせたい男たち』（12/14・15）を観劇予定の方。どちらか一
方だけの観劇でも可能。●募集人数＝15名（先着順）●申込方法＝①
申込書に必要事項を記入の上、窓口に持参かFAX（0532-55-8192）
②劇場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。

市民と創造する演劇 関連企画
舞台衣裳ワークショップ

『ヌケガラ―型取り&立体裁断で
究極にフィットした服を作る―』
●日程＝11月12日（土）13:00～ 17:00●講師＝田島由深（舞台衣
裳作家）●会場＝PLAT創造活動室A●参加費＝1,000円●対象＝
高校生以上の方で舞台芸術、衣裳に興味のある方。●募集人数＝20
名（先着順）●申込方法＝①申込書に必要事項を記入の上、窓口に
持参かFAX（0532-55-8192）②劇場ホームぺージの専用申込フォーム
より申込み。

平田満企画「対話を考える」vol.2

『哲学対話ワークショップ』
～エンパシーについて～
●日程＝11月18日（金）18:00～ 21:00●モデレーター＝平田満●ゲ
スト＝ブレイディみかこ（オンライン参加）●会場＝PLAT創造活動室A
●参加費＝1,000円●対象＝高校生以上（演劇経験不問）●募集人
数＝20名（先着）●申込方法＝①10/15（土）10:00より劇場ホーム
ページの専用申込フォームより申込み。②定員に空きがある場合は、
10/16（日）10:00よりプラットチケットセンター電話（0532-39-3090）。

ワークショップファシリテーター養成講座
2022［後期］『まちを知る、考える』
●日程＝12月3日（土）～ 2023年1月29日（日）（全8回）●講師＝
すずきこーた、柏木陽、吉野さつき●会場＝PLATほか●参加費＝
3,000円●対象＝18歳以上で、極力全日程参加できる方。演劇経験
不問。●募集人数＝20名（応募者多数の場合は選考）
●申込方法＝①申込書に必要事項を記入の上、窓口に持参かFAX

ワークショップ・レクチャー

映像ワークショップ「インタビューを撮影してみよう」
舞台映像作家による、インタビューの撮影から編集を学ぶワークショッ
プです。
●日程＝3月21日（火・祝）10：00–18：00●講師＝山田晋平●会場
＝PLAT 創造活動室B●参加費＝1,000円●対象＝高校生以上の方
で映像の撮影・編集に興味のある方●募集人数＝9名（応募者多数の
場合は選考）●申込方法＝3月10日（金）17：00までに①劇場ホーム
ぺージの専用申込フォームより申込み ②参加申込書に必要事項を記
入の上、窓口またはFAX（0532-55-8192）

平田満企画「対話を考える」vol.3

永井玲衣 哲学対話ワークショップ
身の回りのふしぎ、もやもや、なんで？どうして？そんなことを「問い」で表
現して、みんなで育てる“てつがく”の時間です。一緒にゆっくり聴きあい、
じっくり考えませんか。
●日程＝4月8日（土）13:00～17:00●講師＝永井玲衣、平田 満●
会場＝PLAT創造活動室A●参加費＝1,000円●対象＝高校生以
上●募集人数＝20人程度（選考）プラットで開催した哲学対話未
経験者優先●申込み＝3月17日（金）17:00までに①劇場ホーム
ページの専用申込フォームより申込み ②プラットチケットセンターの窓
口・電話（0532-39-3090）で申込み③専用の申込用紙によるFAX
（0532-55-8192）

講座 『社会的処方とアート活動－イギリスの事
例を中心に』
治療の一環で患者と地域活動をつなげるイギリスの「社会的処方」。現
地のアート活動の取り組みと日本の現状を紹介します。
●日程＝4月22日（土）13:30～16:00●会場＝創造活動室B●講師
＝中野詩（「美術待合室」主宰／独立行政法人国立美術館本部 研究
補佐員）●対象＝高校生以上●定員＝30人程度（先着）●料金＝無
料●申込＝プラットチケットセンター（☎39-3090）※プラットホーム
ページからも申し込み可

高校生と創る演劇  出演者募集
公募による高校生出演者とスタッフが、劇場やプロのスタッフとともに上
演する演劇の第10弾。今年は演出に吉田小夏を迎え上演します。
●対象＝2005年4月2日～ 2008年4月1日生まれで、稽古、公演
日11月3日（金・祝）、4日（土）、5日（日）に参加できる方。●定員＝
13名程度●審査＝5月20日（土）、21日（日）、28日（日）のいずれか
●申込方法＝5月5日（金）17:00までに①劇場ホームページの専用申
込フォーム参加申込書に必要事項を記入の上、窓口に持参

リート

マイセレクト マイセレクト

マイセレクト4対象公演託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様￥500。お申込み、お問合
せはプラットチケットセンターまで

●大道芸 inとよはし　紹介文
マイムにアクロバット、JAZZなどの超豪華ラインナップ。世界で活躍する
大道芸人達がPLAT北側広場など屋外でパフォーマンスを行います。5
月4日（木・祝）17時からはPLAT主ホールでスペシャルライブを開催。

大道芸 inとよはし
【関連企画】
2023/4/15［金］16:00～ 17:00
ぷらっとおしゃべり　「大道芸 inとよはし」について知ろう
大道芸のプロデューサー・橋本隆平を招いて、大道芸の魅力と芸人紹介
を行います。
●会場＝豊橋市まちなか図書館2階 中央ステップ

【ボランティアスタッフ募集】
『大道芸 inとよはし』を一緒に盛り上げてくれる仲間を募集します！
●業務時間＝各日10:00～ 18:00を予定
●参加条件＝18歳以上で事前説明会どちらか一日に参加できる方
●事 前 説 明 会＝4月14日 (金 )19:00～ 21:00、15日 (土 )13:00～
15:00
●会場＝PLAT研修室 (大 )
●定員＝40名程度（先着順）
●申込方法＝①参加申込書を窓口、FAXにて提出②劇場ホームページ
の専用申込フォームより

●『エンジェルス・イン・アメリカ』　紹介文
1991年の初演以来世界中で上演されてきたトニー・クシュナーの傑作
『エンジェルス・イン・アメリカ』二部作を一挙上演。オーディションで選
ばれた8名の出演者とともに、一部と二部それぞれ約4時間、計8時間の
舞台をお届けいたします。

●木ノ下歌舞伎『糸井版摂州合邦辻』　紹介文
生と死、聖と俗。長い変遷をたどり連綿と語り継がれてきた物語が、今ま
た「生」を照らし出す。唯一無二の楽曲と劇世界を放つ劇作家・演出家・
音楽家の糸井幸之介と、歌舞伎の現代化で注目される木ノ下歌舞伎の
タッグにより生まれた、時空を突き抜ける音楽劇。
【差替え部分】
●監修・補綴・上演台本／木ノ下裕一
●上演台本・演出・音楽／糸井幸之介
●出演／内田慈、土屋神葉／谷山知宏、永島敬三、永井茉梨奈、飛田
大輔、石田迪子、山森大輔／伊東沙保、西田夏奈子、武谷公雄

ワークショップ&レクチャーに挿入
平田満企画「対話を考える」vol.3
永井玲衣　哲学対話ワークショップ
身の回りのふしぎ、もやもや、なんで？どうして？そんなことを「問い」で表
現して、みんなで育てるてつがくの時間です。一緒にゆっくり聴きあい、じっ
くり考えませんか。
●日程＝2023年4月8日（土）13:00～17:00
●講師＝永井玲衣、平田満

【ボランティアスタッフ募集】
『大道芸 inとよはし』を一緒に盛り上げてくれる仲間を募集します！●業
務時間＝各日10:00～ 18:00を予定●参加条件＝18歳以上で事前
説明会どちらか一日に参加できる方●事前説明会＝4月14日 (金 )
19:00～21:00、15日 (土 )13:00～15:00●会場＝PLAT研修室（大）
●定員＝40名程度（先着順）●申込方法＝①参加申込書を窓口、
FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォームより

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

11月5日13:00のみ

11月13日のみ

好評発売中

11月19日のみ

好評発売中

2022マイセレクト

3月4日のみ

11:30開演のみ

3月18日のみ

2022マイセレクト

2023マイセレクト

好評発売中

好評発売中

2022マイセレクト

好評発売中

12月15日のみ

2022マイセレクト

ライフポートとよはし
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〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地  
電話＝0532-39-8810［代表］（9：00－20：00）
開館＝9：00－22：00  休館日＝第三月曜・年末・年始。
第三月曜が祝日の場合はその翌平日。
豊橋駅（JR東海道新幹線、東海道本線、名古屋鉄道）、
新豊橋駅（豊橋鉄道渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。
※駐車場はありません。公共交通機関をご利用いただくか、
お近くの公共駐車場等をご利用ください。

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約できます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

U25・高校生以下割引ご案内
ほぼすべての財団主催公演に、
若い人にお得な料金を設定しています。
◉料金
U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半額
高校生以下：1,000円
◉購入方法
各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他
本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

チケットの購入・お問合せ
プラットチケットセンター
電話･窓口
0532-39-3090 ［休館日を除く10：00－19：00］
オンライン

http://toyohashi-at.jp ［24時間受付・要事前登録］

広告募集

外科・内科・胃腸科・麻酔科・肛門科

医療法人栄真会 伊藤医院  
豊橋市小池町字原下35  電話45-5283（代）

看板広告  アラキスタヂオ
豊橋市上伝馬町16  電話52-5586番

事務局／0532-62-9259（小川恵司）

有限会社 魚伊
電話52-5256

グロトリアンピアノ地域特約店

白羽楽器 株式会社
電話053-464-3015

井上皮フ科クリニック
診療時間　月・火・木・金 10:00～13:00 16:00～19:00　
　　　　　土 10:00～14:00 　　  休診日＝水・日・祝
電話0532-55-7007  愛知県豊橋市向山町字中畑13-1 マイルストーン1F

プラス・ワンの付加価値をお客様に提供いたします。

豊橋市小池町36番地の1 TEL46-3281 FAX46-3285

整形外科・皮膚科・リウマチ科・リハビリテーション科

医療法人  大岩整形外科・皮フ科
院長 大岩俊久  豊橋市大橋通二丁目115 電話55-2100

ISO 9001  ISO 14001  愛知ブランド企業  認証・認定取得
株式会社 三光製作所
三光精密工業株式会社
豊橋市佐藤一丁目12番地の3

伝統的工芸品豊橋筆  
書道用品専門店

豊橋市呉服町四拾四番地 電話52-5514豊橋市新本町40  電話52-5473番

豊橋名産

創業文政年間

プラット主ホール・アートスペース公演等へのお客様は
30分150円を30分100円（上限4時間まで）に割引します。

整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科・麻酔科

　 医療法人  塩之谷整形外科
理事長 塩之谷 昌
豊橋市植田町関取54  電話0532-25-2115（代）

豊橋銀行協会  （順不同）

三菱UFJ銀行
三井住友銀行
十六銀行

みずほ銀行
三井住友信託銀行
愛知銀行

静岡銀行
清水銀行
中京銀行

名古屋銀行
第三銀行
大垣共立銀行

産婦人科  婦人科（不妊治療）
豊橋市新本町23 豊橋 竹内産婦人科 検索

調理と製菓のおいしい資格。

豊橋調理製菓専門学校
豊橋市八町通一丁目22-2  TEL53-2809

本と文具なら

TEL.54-2345

創業江戸 御茶席菓子専門 店

撮影：伊藤華織

平成から次の時代へ。
7年目を迎えるプラットの向かう方向とは。
プロデューサー放談。
中島晴美 シニアプロデューサー

矢作勝義 芸術文化プロデューサー

塩見直子 事業制作部
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「好き」を見つけた、文化祭
芸術文化アドバイザー

桑原裕子

豊橋市上野町字上ノ山21‒８アイネスD2  障害年金専門社会保険労務士 竹下英司

「カーテンコールを待っている」
芸術文化アドバイザー

桑原裕子

LOITER
バラコの
寄り道
ぷらぷら

「わらじ何足あってもよし」
芸術文化アドバイザー

桑原裕子

　舞台手話通訳付き公演『楽屋』では、両日とも終演
後にアフタートークを実施。こちらにも障がいの有無に
関係なく多くの観客が残り、興味、関心の高さがうかが
えた。

　余韻の冷めやらぬ舞台には、演出の樋口ミユ、手
話通訳の加藤真紀子、高田美香、水野里香が登場。
矢作勝義プロデューサーが進行役を務めた。まず樋口
は2020年度の『凛然グッドバイ』を経た上で「手話が芸
術的表現として取り入れられるとわかった」と語り、手話
通訳者も俳優の一人として参加することが今回の大き
な挑戦であったと明かした。それを聞くと、水野は出演
依頼を受けた時「今回もやらせてもらえるんですか！」と
喜んだこと、『凛然グッドバイ』の後に手話通訳者3人
で「もう一度やりたい」と話し合っていたことを回想。高
田も初日のアフタートークで「明日もまたやれる！」と喜び
を隠さず、尽きせぬ意欲を見せた。加藤は10代から
演劇経験があり、河合依子による監修の際も積極的に
意思疎通をアシストしていたほど。ただ、加藤をしても
劇中劇のふんだんな『楽屋』という作品の性質上、「人
物の変わり目を表現する難しさや俳優のセリフの速さな
どに苦労した」と語る。
　樋口を含めた4人の話からは、舞台手話通訳はセリ
フだけでなく作品全体の空気を伝えるのも大事である一
方、何もかもを説明したり解釈したりするのではなく、受

「サンセットメン」2022年7月上演  撮影：保坂萌
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A
舞台手話通訳付き公演
『楽屋－流れ去るものはやがてなつかしき－』
鑑賞レポート

B
アフタートークにも多くの観客が参加
取材・文　小島祐未子　編集者・ライター

舞台手話通訳付き公演『楽屋』では、両日とも終演後にアフタートークを実施。こちらにも
障がいの有無に関係なく多くの観客が残り、興味、関心の高さがうかがえた。
　余韻の冷めやらぬ舞台には、演出の樋口、手話通訳の加藤、高田、水野が登場。矢
作勝義プロデューサーが進行役を務めた。まず樋口は2020年度の『凛然グッドバイ』を経
た上で「手話が芸術的表現として取り入れられるとわかった」と語り、手話通訳者も俳優の
一人として参加することが今回の大きな挑戦であったと明かした。それを聞くと、水野は出
演依頼を受けた時「今回もやらせてもらえるんですか！」と喜んだこと、『凛然グッドバイ』の
後に手話通訳者3人で「もう一度やりたい」と話し合っていたことを回想。高田も初日のア
フタートークで「明日もまたやれる！」と喜びを隠さず、尽きせぬ意欲を見せた。加藤は10代
から演劇経験があり、河合依子による監修の際も積極的に意思疎通をアシストしていた
ほど。ただ、加藤をしても劇中劇のふんだんな『楽屋』という作品の性質上、「人物の変わ
り目を表現する難しさや俳優のセリフの速さなどに苦労した」と語る。
　樋口を含めた4人の話からは、舞台手話通訳はセリフだけでなく作品全体の空気を伝
えるのも大事である一方、何もかもを説明したり解釈したりするのではなく受け手に託す部
分も必要だということがわかってくる。ある意味どんな舞台公演でも共通の課題を彼女たち
が共有できていたからこそ、すばらしい成果につながったのだと感じた。最後に樋口は
ユーモアも交えながら手話通訳者を『ジョジョの奇妙な冒険』のスタンドに例え、俳優を力
強く支える存在として称賛。また、次回は俳優と手話通訳者が完全に一対の形式に挑み
たいという新たな想いも聞かせてくれた。
　なお、全国公立文化施設協会に加盟している約1300館のうち、多様な観客を受け入
れるための取り組みができているのは15％ほどだという。プラットの好例が広く知られるこ
とで、他の多くの劇場でも新たな出会いが生まれるよう切に願っている。

手話以外の方法でも鑑賞をサポート
聴覚障がい者の中には手話を用いない人もいるため、手話通訳の他にも、セリフや音楽・
音響の説明などが表示されるタブレット型のポータブル字幕機、聞こえ具合を調整するFM
補聴器の貸し出しが実施された。またアフタートークでは手話による同時通訳のみだった
ため、音声認識のアプリケーション「UDトーク」に誘導するQRコードを事前に案内。でき
る限り幅広く聴覚障がい者に対応する配慮がなされていた。
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舞台手話通訳付き公演

『 楽屋 』　―流れ去るものはやがてなつかしき―

け手に託す部分も必要だということがわかってくる。ある
意味どんな舞台公演でも共通の課題を彼女たちが共有
できていたからこそ、すばらしい成果につながったのだ
と感じた。最後に樋口はユーモアも交えながら手話通
訳者を『ジョジョの奇妙な冒険』のスタンドに例え、俳
優を力強く支える存在として称賛。また、次回は俳優と
手話通訳者が完全に一対の形式に挑みたいという新
たな想いも聞かせてくれた。
　なお、全国公立文化施設協会に加盟している約
1300館のうち、多様な観客を受け入れるための取り組み
ができているのは15％ほどだという。穂の国とよはし芸
術劇場PLATの好例が広く知られることで、他の多くの
劇場でも新たな出会いが生まれるよう切に願っている。

手話以外の方法でも鑑賞をサポート
聴覚障がい者の中には手話を用いない人もいるため、
手話通訳の他にも、セリフや音楽・音響の説明などが
表示されるタブレット型のポータブル字幕機、聞こえ具
合を調整するFM補聴器の貸し出しが実施された。ま
たアフタートークでは手話による同時通訳のみだったた
め、音声認識のアプリケーション「UDトーク」に誘導す
るQRコードを事前に案内。できる限り幅広く聴覚障が
い者に対応する配慮がなされていた。

撮影：伊藤華織 1514


